
会期…12月20日(土)～

入館時間…午前9時30分～午後4時30分( 午後5時閉館)

休 館 日…月曜日( 祝日の場合にはその翌日)、12/28 (日)～1/5(月)

入 館 料…一般150円、高校生・大学生100 円、小・中学生50円。戸定邸

との共通入館券はそれぞれ一般240 円、高校生・大学生160

円、小・中学生80円〔団体割引あり(20 人以上)〕

※毎週土曜日は小・中学生の観覧料は無料です。

※12月２日脚から19日縻)までは、燻蒸および展示替えのため展示室はお

休みです。戸定邸は通常通りご覧いただけます。

案

内

図

JＲ・新京成松戸駅から徒歩10分。駐車場もあります。

陣羽織、陣笠、袴(徳川昭

武所用)、徳川昭武肖像入

懐中時計、徳川昭武一行他
肖像写真アルバム、パリ万

博会場写真、パリ万博日本

出品物の写真

「
一
八
六
七
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
徳
川
使
節
団
」
展

わ
が
国

が
初
め
て
公
式
参
加
し
た
世
紀
の
大
イ
ベ
ン
ト

1867 年、パリで万国博覧会が開催されました。フラ

ンス皇帝ナポレオン3世の呼びかけに応じた20 余国(y

パビリオンが建設されました。フランスとの親交を汲

めていた幕府は、将軍徳川慶喜の弟昭武を名代として

派遣、初めて公式参加をしました。

戸定歴史館は、これまでパリ万博関係資料の収集を

行ってきましたが、平成15 年3月には松戸徳川家から

パリ万博関係資料を取得しました。今回は、この貴重

な資料と万博の会場写真を展示します。

圖戸定歴史館0362  2050

上

‥
マ
ル
セ
イ
ユ
で
の
徳
川
昭
武
一
行
（
一
八
六
七
年
四
月

五
日
撮
影
）
。
パ
リ
ヘ
向
か
う
途
中
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ

ユ
で
撮
影
さ
れ
た
記
念
写
真
。
中
央
の
小
柄
な
少
年
が
昭
武

右
一
紫
地
葵
唐
草
文
様
袴
（
む
ら
さ
き
じ
あ
お
い
か
ら
く
さ

も
ん
よ
う
は
か
ま
）
。
昭
武
が
実
際
に
着
て
い
た
袴
。
上
の
写

真
で
昭
武
が
履
い
て
い
る
も
の
と
よ
く
似
て
い
る

金
側
葵
紋

／
　
　
　
’
か
わ
あ
お
い
も
ん

つ
き
）
徳
川

昭
武
肖
像
入

懐
中
時
計
。

万
博
の
主
要
行
事
終
了
後
、
昭
武
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
五
力
国
を
歴
訪
し
た

。
こ
の

時
計
は
ス
イ
ス
大
統
領
か
ら
贈
ら
れ
た

も
の

広

報

ま

つ

ど
1
2
月
1
5
日

号

は

、
1
5
日

非

が
新

聞

休

刊

日

の

た

め

Ｈ

日

⑥

に

折

り

込

み

ま

す

。

圖

広

報

課

登
3
6
6
・
7
3
2
0

年末のごみの収集・し尿くみ取りは12 月30日脚で終了します。年始

は1月５囗(月)から開始します。

12月は、大掃除などでごみが多く出ます。分別を正しく守って計画

的に集積所に出しましょう。年内にし尿のくみ取りが必要な場合は、

早めに連絡してください。

※粗大ごみの申し込み受け付けは 、年末は12 月2｢7日出ま

で、年始は1 月５日㈲から開始します。年末は 、申し込

み囗によっては 、年内処理ができない場合があります。

圖環境業務課≫366 ―ﾜ333

基準日 収集日
資源ごみ

有害ごみ

燃やせる

ごみ

陶 磁 器 ・

ガ ラ スな

ど の ご み

リ サイクル

する プラ ス

チック

そ の 他 の

プ ラ ス チ

ッ ク

月曜地区
最終収集日 12/291月) 12/301火)12/11W 12/24  OW 12/26c
収集開始日 1/ 5(月) 1/ 6 詢 1/ 8 團 1/ 7 團 1/ 9 麼

火曜地区
最終収集日 12/30TO 12/291月) 12/10(水) 12/25W 12/27(±)

収集開始日 1/ 6 輿 1/ 5(月) 1/14(水) 1/ 8(木) 1/1  oc土)

水曜地区
最 終 収 集 日 12/24 冰）12/30t火) 12/18 團 12/26R 12/291月)

収集開始日 1/ 7 冰） 1/ 6 詢 1/15W 1/ 9 童 1/ 5(月)

木曜地区
最終収集日 12/25M 12/291月) 12/17  (*)12/27(土)12/30C火)

収集開始日 1/ 8 團 1/ 5(月) 1/21W 1/10(±) 1/ 6 脚

金曜地区
最終収集日 12/26c 12/30t火) 12/25C木) 12/291月) 12/24W

収集開始日 1/ 9 蚩 1/ 6 脚 1/22 團 1/ 5(月) 1/ 7(水)

土曜地区
最終収集日 12/27  C土) 12/291月) 12/24&K) 12/301:火) 12/25W

収 集 開 始 日 1/10 出 1/ 5(月) 1/28 瀕 1/ 6 吠） 1/ 8 團

基準日は、あなたの地区の「資源ごみ」厂有害ごみ」の曜日です。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
の
く
み
取
り

インフルエンザ

ＳＡＲＳ（新型肺炎）

インフルエンザの季節が近づいてきま

した。 S ARS の流行も心配されていま

す。このような感染症の予防には、うが

いや手洗いが効果的です。

インフルエンザにかかると39 度以上の

発熱・頭痛・関節痛・喉（のと）の痛
み・鼻水等全身にさまざまな症状があらわれます。特に高齢者や

乳幼児は､重症化すると生命にかかわりますので注意が必要です。

インフルエンザには予防接種が有効です。症状だけでは 、SA

ＲＳとの区別が難しいので何よりも予防が大切です。

S  ARS は 、まだ不明な部分が多＜、日々情報が変わりますの

で、新聞等最新の情報に気をつけましょう。

市では 、原則65 歳以上の人を対象に 、インフルエンザの予防

接種を実施し ています。申込期限（11 月30 日）までに申し込ま

れた人は 涓 月15 日困までに忘れずに予防接種を受けてください。

インフルエンザに関する問い合わせ…市保健福祉課予防衛生係酋

366  - 7483

S  A R S に関する問い合わせ…松戸保健所S361  -2121

上：パリ万博会場俯瞰。中央、長円形の建物が

主会場

右：パリ万博主会場内部。中国風 の建物が日 本

のパビリオン。ここ に陶器、馬具などが展示さ

れた

平成16年4月4日(日)

会場…戸定歴史館展示室

主な展示品

に備えて



松
戸
駅
束
口
繁
華
街
に

松
戸

市
内

の

犯

罪
の

発
生

件
数

は

、
平
成
１０

年

に

一
万

件

を
突

破

し

て
以

来

、

平

成
1
1年

に
は

、

一
万
三

千

件
台

に

達
し

て
し

ま

い
ま

し

た

。
そ
の

後

、
昨

年

ま

で

、
一
万

三

千
件

台

の
横

ば
い

で

推
移

し
て

い

る
と

こ

ろ
で

す

。

市
で

は

、
松

戸

駅
東

口
繁

華
街

で

発
生

す

る
各

種
の

犯

罪
を

予
防

す

る
目

的

で

、

個
人

の
プ

ラ
イ

バ

シ
ー

、
そ

の

他
市

民
の

皆

さ
ん

の

権
利

の

保
護

に
配

慮

し

な
が

ら

、
安

全

で
安
心

で

き

る
快

適
な

生
活

環

境
を

実
現

す

る
た

め
に

、
防

犯

カ
メ

ラ

を
設

置
し

ま

す

。

圜

安
全

課

忌

宍一
・
7
3
4
1

多
発
す
る
犯
罪
・
迷
惑
行

為
に
対
処

防
犯

カ

メ

ラ

は

、
1
2
月

中

旬

に
設

置

し

、

運

用

を

開

始

し
ま

す

。

Ｊ

背

景

松

戸

駅

東

口

を

管

轄

す

る

松

戸

警

察

署

小

根

杢

父
番

管

内

の

今

年

１

月

か

ら

７

月

ま

で

の
犯

罪

の
発

生

件

数

は
約

四

百

件

で

、

少

年

な

ど

に

よ

る

強

盗

事

件

や
酔

客

な

ど

に

よ

る
暴

行

、

傷

害

と

い

っ
た

凶

悪

な

犯

罪

の

ほ

か

、

車

上

狙

い

な

ど

の

窃

盗

犯

、
風

俗

店

の

強

引

な
客

引

き

や

迷

惑

行

為

な

ど

の

犯

罪

も

発

生

し

て

お

り

、

憂

慮

す

べ

き

状

況

に

あ

り

ま

す

。

、‥
’
防

犯

カ

メ

ラ

設

置

の

経

過

昨

年

来

、

安

全

で

安

心

し

て

暮

ら

せ

る
ま

ち

づ

く

り

を

訴

え

る

地

元

商

店

会

や
町

会

か

ら

、

防

犯

カ

メ

ラ

設

置

の

強

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に

配
慮

防
犯

カ

メ
ラ

の
設

置
や
運
用

に
あ
た

っ
て

は
、
他

の
自

治
体
の
例
で

も
、
防

犯

カ
メ
ラ
が

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
侵

害
の
危

険
と
背

中
合
わ
せ

の
関
係
に
あ

る
こ

と

が
指

摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
防
犯

カ
メ
ラ

は
、
犯

罪
の
予
防

や
抑
止

の
面

で
は
、

非
常

に
大
き
な
効

果
を
発
揮
す

る
と

い

っ
た
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り

ま
す

が
、
反

面
、

設置道路＝二 の区域

市

民
の
皆

さ
ん
が
知
ら
な

い
う

ち
に
容

姿
を
写
さ

れ
て
し

ま

い
、

プ
ラ
イ

バ
シ

ー

が
侵
さ

れ
て
し

ま
う

の
で

は
と

い
っ

た
側
面
も

あ
り

ま
す
。
そ

の
た
め
市
で

は
、「
松
戸
市

防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
及

び

管

理
運
用
基
準

」
を
定

め
、

淑
民
の

プ

ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
十
分
配
慮

し
ま
し

た
。設

置
や
管
理
運
用
基
準
を

厳
格
に
規
定

▼
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
公
表
や
個
人
デ

ー
タ
の
目
的
外
使
用
の
禁
止
、
デ
ー
タ

の
改
ざ
ん
の
禁
止
、
保
存
期
間
の
明
確

化
な
ど
に
つ
い
て
厳
格
に
規
定
し
ま
し

た
。

▼
管
理
責
任
者
（
市
民
担
当
部
長
）
お

よ
び
運
坩
責
任
者
（
安
全
課
長
）
を
明

確
に
し
ま
し
た
。

▼
画
像
の
検
索
や
提
出
に
つ
い
て
、
そ

の
手
続
き
を
厳
格
に
規
定
し
ま
し
た
。

▼
設
置
区
域
は
、
市
内
の
繁
華
街
や
犯

罪
の
多
発
す
る
地
域
に
限
定
す
る
と
と

も
に
、
見
や
す
い
個
所
に
日
本
語
と
併

せ
て
、
英
語
や
韓
国
語
な
ど
を
併
記
し

た
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
標
識
を
掲
示
し
ま

す
。

▼
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
委
員
会
お
よ
び
管

理
運
用
委
員
会
を
設
置
し
、
適
正
な
設

置
・
管
理
を
行
い
ま
す
。

一
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
委
員
会

墻
兀
住
民
の
代
表
者
の
市
政
協
力
委

員
連
合
会
会
長
お
よ
び
副
会
長
、
防
犯

協
会
連
合
会
会
長
お
よ
び
副
会
長
、
設

假
区
域
の
地
区
長
、
防
犯
協
会
会
長
、

商
店
会
会
長
、
町
会
長
ら
の
委
員
で
構

成一
管
理
運
用
委
員
会

設
置
区
域
の
地
区
長
、
防
犯
協
会
会

長
、
商
店
会
会
長
、
町
会
長
ら
の
委
員

で
構
成

両
委
員
会
と

も
、
必
要

が
あ

る
場

合

は
、
委
員
以
外

の
人

か
ら
も
意
見

や
説

明

を
聞
く
な

ど
、

地
域
住
民
の
理

解
を

求
め
ま
す

。

な
お
、
画
像
を

捜
査

機
関
等
に
提

出

す

る
場
合
は
、
事
前

に
管
理
運
用
委

員

会

に
諮
り
ま
す

。

そ
の
他
、
防

犯
カ

メ
ラ

の
稼

働
時
間
、

両

像
の
保
存
期
間

、
取

扱
者
の
守
秘

義

務
規
定
に

つ
い
て

も
厳
格
に
定

め
、

個

人

の

プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
適
正

な
基
準
を
定

め
ま
し

た
。

第３回ひ っ たくり

讖安全課公366-7341

最近、ひったくリ・車上狙いといった街頭

で発生する犯罪が増加し ています。このよう

な犯罪は、少年たちによるものが多いという

傾向が見られます。

ハンドバッグなどを、自転車、バイク、自

動車で走りぬける瞬間にうばっでいく 、ひっ

たくり。被害が多いのは女性や高齢者で、追

い越す時に手や與にかけているハンドバッグ

や自転車のカゴに入れてあるバッグなどをひ

ったくるケースが多くなっています。

犯人の多＜はフルフェースのヘルメットを

モ
ニ
タ
ー
は
取
り
付
け
ま

せ
ん

映
像
録
画
機
器
は
、
松
戸
駅
構
内
に

あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
の
専

用
機
器
収
納
ラ
ッ
ク
に
格
納
し
、
常
時

施
錠
し
ま
す
。
運
用
責
任
者
（
安
全
課

長
）
が
保
守
管
理
し
、
責
任
者
の
指
示

が
あ
っ
た
場
合
以
外
は
画
像
の
検
索
は

で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
モ
ニ
タ
ー
設
備
は
取
り
付
け

ま
せ
ん
。

犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
目
指

し
て

防
犯

カ
メ
ラ
設

置
区

域
は
、
犯
罪

が

起

き
や
す

い
地
域

や
繁
華
街

で
す
。
防

犯

カ
メ
ラ
に

よ
る
（

Ｉ
ド
面

の
犯

罪
予

防

と
と
も
に

、
ソ
フ
ト
面

の
防
犯

対
策

と
し

て
、
地
域

の
皆
さ
ん
を
中

心
と
し

た
街
頭

パ
ト

ロ
ー
ル
活
畆
蓙

展
開
し
て
、

犯

罪
の
な

い
明

る
い
ま
ち

づ
く
り

を
目

指
し

て

い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の

ご
理

解
と
ご
協
力

を
お
願

い
し

ま
す
。

かぶるなど 、顔が分からないようにしているのが特徴です。

傾向

夕方から深夜にかけての被害が多い。

住宅街の薄暗い路上が泪われやすい。

ハンドバッグなどの持ち方が悪いと狙われやすい。

対策

バッグ等を持つときは歩道側に持つようにし 、人通りの少ない道や

狭い道ではバッグ等をしっかり握ったり､ 胸に抱えるようにします。

ご自転車のカゴを利用する時は、防犯ネットを使用します。

人通りの少ない暗い道は避け、人通りの多い安全な道を選びます。

日々このような防犯意識をもつことで、ひったくり犯罪から自分の

身や財産を守ることができます。

口
の
健
康
を
保
つ
に
は
（
予
防
編
）

そ
の
三
　
む
し
歯
の
予
防
～
砂
糖
に
つ
い
て

さ
て
、
三

つ
め
は
砂

糖
に
つ

い
て

で
す

。

口

の
中

で
む
し
歯

の
原
因

菌

が
取

り

込
ん
で

歯
を
溶
か
す

「
酸

」
を
作

る
た
め
の
「
原
料
」
に
な
る
の
が
「
砂

糖
」
で
す
。
一
口
に
「
砂
糖
」
と

い
っ

て
も

い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
「
糖
」

が

あ
る
の
は

ご
存
知
と
思

い
ま
す
。
そ

し

て
同
じ

「
糖
」
で
も

む
し

歯
の
原

因

に
な

る
も
の
と
な
ら

な
い
も
の

が

あ
る
の
も

ご
存
知
で
し

ょ
う

。

で
は
、
ひ
と

つ
問

題
を
出
し
ま
す

。

「
砂

糖
の
入

っ
た
甘

い
お
菓
子

曷
ソ
ユ

ー

ズ
を
食

べ
た
り
飲
ん
だ
り

す
る
と

む
し

歯
に

な
る
け
ど
、

お
母

さ
ん

が

家

庭
で
作

る
ご
飯
を
食

べ
て
も
む
し

歯
に
は
な

ら
な

い
。
○

か
×
か
」

さ

て

ど
う

で

し

ょ
う

？

答
え

は

「
×
」
で
す

。

残
念
な

が
ら
お
菓
子
を
食

べ
な

い
、

だ
け
で
は

む
し

歯
の
予
防
に

は
な
り

ま
せ

ん
。

も
ち
ろ
ん
、
甘

い
お
菓
子

を
食

べ

る
回
数
や
口
の
中
に
入

っ
て

い
る
時
間

が
少

な

い
ほ
う

が

い
い
の

は

い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
。

お
米
の

ご
飯

を
食
べ

る
だ
け

で
も

口

の
中
は

歯
を
溶
か
す

の
に

十
分
な

「
酸

性
」
の
状

態
に
な
っ
て
し
ま

い
ま

す

。「
臨

界

ｐ
Ｈ
」
と

い
っ
て

ｐ
Ｈ
五

・
五

～
五
・
七
で

エ
ナ
メ
ル
質

は
「
脱

灰
（
溶
け
て
し

ま
う

）
」
が
始

ま
り
ま

す

。
乳
歯

や
生
え

て
す
ぐ

の
永
久
歯

で
は

ｐ
Ｈ

六

・
〇
く

ら

い
で
溶
け
始

め
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

。
そ
し

て
、

ご
飯
を
食

べ
始
め
て
三
分
程
す

る
と
、

こ

の
臨
界

ｐ
Ｈ
に

達
す

る
と

い
わ

れ

て
い
ま
す

。

さ
ら
に
唾
液

の
緩
衝
作
用

（
酸

を

中
和

す
る
働
き

）
に
よ

っ
て
、

中
性

114

付
近

に
戻

る
に

は
四

十
分
位

か
か

る

の

で
す

。
食

べ
た

ら
す
ぐ
に
歯

を
み

が
き

ま
し
ょ
う
、
と

い
う

の
は
こ

う

い
う
こ

と
が
根
拠

に
な

っ
て

い
る
の

で
す

。
つ

い
で
に
言

い
ま
す

と
、「
食

事
前

に
歯
み

が
き
を
し

て
原
因

菌
を

減

ら
し

て
お

い
て
、

食
後
に
す

ぐ
歯

み

が
き

を
し
て
砂

糖
を
取
り

除
き
、

ｐ
Ｈ
を
中
性

に
保

つ
」
と

い
う

の

が
、

一
番

効
果
の
あ

る
歯
み
が
き
と
こ
肖
え

る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

松
戸

歯
科
医
師
会
で

は
今
年

度
よ

り
「
口
腔
が
ん
検
診
」
を
行

う
こ

と

に
な
り
、
１１
月
2
9日
に
実
施
し

ま
し

た
。
詳
細
は
、「
広
報
ま
つ
ど
≒

松
戸

歯

科
医

師
会

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
も

掲
載
し

て

い
ま
す
。
実
施
後
の
ご

報

告

は
こ

の
コ

ラ
ム
に
も
掲
載
す

る
予

定
で

す
。

検
診
に
よ
る
早
期
発
見

・
早
期
受

診

は
ど
の
疾
患
に
お

い
て

も
非
常

に

大
切

な
こ

と
で
す
。

市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の

お

手
伝

い
を
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば

と

考
え
て

お
り
ま
す
。

（

松

戸

歯
科

医

師
会

）

防
犯
カ
メ
ラ
1
5
基
を
設
置

地域安全だより

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

防犯カメラ設置区域図

い
要
望

が
な
さ

れ
て

い
た
と
こ

ろ
で
す

が
、
今
年

に
入
り

、
地
元
商
店
会

や
町

会

の
皆

さ
ん

か
ら

防
犯

カ
メ
ラ

の
設

置

に

つ
い
て
の
要
望

書
が
提
出
さ

れ
ま
し

た
っ市

と
し

て
は
、
こ

の
要
望
を

真
摯
に

受
け
止

め
、
防
犯

カ
メ
ラ

の
問

題
や
課

題

、
設

置
後

の
管
理

運
用
方
法

な
ど
に

つ

い
て

、
検
討
を

進
め
て
き
ま
し

た
。

市内犯罪事情

歯
を
大
切
に



年
末
年
始
火
災
特
別
警
戒

全
国
統
一
防
火
標
語
そ
の
油
断

火
か
ら
炎
へ

災
い
へ

消
防
局

・
消

防
団
で
は
、
年

末
年

始
火
災
特
別

警
戒
を

1
2月
2
5日

水
か
ら
１
月
７
日

水
ま
で
実
施
し
ま

す
。

年
末

年
始

の
繁
雑
期
を
迎
え

、
火
災

の
発
生

し
や
す

い

時
期
に

な
り

ま
す
。
消
防

局
・
消
防
団
で

は
出

火
防
止

の

広
報
や
福
祉

施
設

・
病

院
・
学
校

・
空
き
家

・
新
築
中

の

家
屋

・
雑
居
ビ
ル
等
を
巡

回
す

る
な

ど
、
警

戒
を
強
化
し

ま
す

。

市

内
で
の
火
災
の
原
因

は
、
放
火
、
放

火
の
疑

い
が
昨

年
よ
り

も
増
加
し
、
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
（
衣

２
参
照
）
。

町
会
、
自

治
会
な
ど
で

の
地
域
ぐ

る
み
で

の
放
火
さ

れ
な

い
、
放

火
さ
せ
な

い
環

境
づ
く

り
を

お
願

い
し

ま
す

。

圖
消

防
局
警
防

諜

昔
3
6
3
・
1
1
1
5

火災概況（平成15年10 月末日現在）表1主な火災原因ワースト３（平成15年10 月末日現在）表2

平成拓年 平 成14 年 同 期

発生

件
数

建物 肋件 68件

車両 箍件 19件

その他 引 件 29件

総件数 130件 116件

主

な

火

災

原

因

平成15 年 平成14 年同期

1位 放火　　　　40件 1位 放火の疑い　25件

2位 放火の疑い　21件 2位 たばこ　　 掲件

3位 たばこ　　16 件 3位 放火　　　　12件

12 月10 日伽～31 日伽

冬 の交 通 安 全 運 動 が実 施 さ れ ます

年末は、交通量の増力[]に伴う道路混雑

に加え 、飲酒の機会が多＜なることなど

により交通事故の多発が予想されます。

また 、薄暮時には、歩行者の交通事故

が多＜発生していることから、一人ひと

りが交通ルールを守り 、交通事故防止に

ご協力ください。

交通事故防止の重点目標

飲酒運転の追放

シートベルトとチャイルドシートの蓿

用の徹底

夜間 、特に薄暮時の交通事故防止

醤市安全課登366 ―ﾜ3 副

松戸警察署S369-0110

松戸東警察署公3 ∠19-0110
昨年に引き続き放火 、放火の疑い が火災 原因の上位を占めてい ます

放

火

さ

れ

な

い

環

境

づ
く

り

の

ポ

イ

ン

ト

ー
ゴ
ミ

は

、
収

集
日

の
朝

に
出

し

ま
し

よ

つヽ
。

一
家

の
周

り

に
燃
え

や
す

い
物

を

置

か
な

い
よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

を
か
け
ま
し

よ
つヽ
Ｏ

期 間年 末年 始 （12 月・１月 ）

中 の火 災 発生件 数

過去3年間　 月別火災発生件数

年度 件数

平成10 年度 ∠に3件

平成11 年度 46件

平成12 年度 40件

平成掴年度 30件

平成鍋年度 35件

1年問 の火災発生 件数の約23 ％

が 、こ の時 期に発生してい ます

今
年

も
、
市

内
の
河
川

で
油

流
出
事

故

が
発
生
し
、
そ
の
対
策
に
苦

慮
し
て

い
ま
す
。

近
年

、
市
内
の
川

が
ま
す

ま
す
き

れ

い
に
な
り
、
少
量
の
油
類

で
も
、
川
を

汚
し

て
し
ま
い
ま
す

。
き

れ
い
な
川
を

守

る
た
め
各
家
庭
お
よ

び
各

事
業
場
で

再

度
油
類
の
流
出
防
止
に

、
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。

こ

ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
て

一

台
所
で
使
用
し
た
天

ぷ
ら
油
等

の
油

類
を

流
さ
な
い
。

一

自
動
車
等
の
機
械
類

の
整
備

か
ら
出

る
油

は
、
適
正

に
処
理
す

る
。

一

ス
ト
ー

ブ
等

の
残
灯
油

の
処
分
を

適

正
に
す

る
。

・

油
水
分
離
槽
の
管
理
を
適
正
に
す
る
。

圜
環
境
保

全
課
水
質

保
全
係

公
3
6
6
・
７

平成16年度　松戸市入札参加資格審査申請（中間）および松戸市簡易

修繕（営繕）業務受注資格審査申請（中問）の受け付け

入札参加資格審査申請（中間）

対象…物品納入業者（建設工事資材を含む）、委託業務業者（設計・測量・コンサルタン

トを含む）､建設工事業者（建設業者のみで物品納入業者および委託業務業者を除く）

※申請書は市役所新館ﾜ階契約課で販売（一部50C 円。土・日曜日 、祝日を餘＜午前9 時

～午後∠↓時30 分）しています。

※中間年の受け付けですので、資格は1 年間です（平成15 り6 年度で手続き済みの場合

は 、申請は不要です）。

※申請内容に変更があった場合には、その都度変更届が必要です。

高
等
学
校
入
学
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

来
春

、
高

校

（
高
等
専
門

学
校
等
を

含
む
）

に
進

学
を
希
望
す

る
お
子
さ

ん

の

い
る
家

庭
に
、
入
学
資

金
を
お
貸
し

し
ま
す

。

貸
付
額
三

十
万
円
以

内

（
公
立

・
私

立
で

は
額
が
異
な
り
ま
す

）
　

対
象

者

①
経
済

的
な
理
由
に
よ
り

高
校
入
学

が

困
難
な

世
帯
で
あ

る
こ

と
②
保

護
者

が

市

の
住
民

基
本
台
帳

に
一
年
以
上

登
録

さ

れ
て

い
て
、
引
き

続
き
市

内
に
居

住

し

て
い
る
こ
と
ふ
市

内

（
特
別
な
事

情

を

除
ぐ

）
に
居
住
す

る
確
実
な
連
帯

保

証
人

が
得
ら
れ

る
こ

と
等
　

受
付
期
間

第
一
回

＝
１
月

５
日

丱
～
１
月
3
0日

窗
、

第
二

回
１
２
月
２
日

丱
～
３
月
９
日

㈹

申
｀
墾
一
配

布
場
所
児
童

福
祉
課

・
市
民

課

お
よ
び
各
支
所

※
進
学
希
望
先

が
決

ま
れ

ば
、

申
請

で

き
ま
す
。
お
早
め
に
お
願

い
し

ま
す

。

圖
児

童
福
祉
課

登
3
6
6
・
7
3
4
7

松戸市簡易修繕（営繕）業務受注資格審査申請（中間）

入札の対象とならない市発注の簡易修繕（営繕）業務を希望する業者の登録を行いま

す。登録を希望する市内業者の人は申請をしてください。ただし 、平成15 ・ 16年度の

入札参力［］資梠審査申請または松戸市簡易修繕（営繕）業務受注資格審査申請をされた人

および平成16 年度（中間）の入札参力［］資格審査申請をされる人を除きます。

対象…松戸市内業者（申請をする業種の施工実績があり、技術または資格を有する松戸

市内に本店のある法人および個人事業者）

※申請書は契約課で配布しています（無料）。

※資格の有効期間は1年間です。

受付期間および時間いずれも2 月３日㈹～13 日胖）（土 一日曜日、祝日を除く）の午前9

胯～ 川時30 分と午後1 時～4 時　会場いずれも松戸市役所新館9 階第二入札室

圖契約課容366-11 引

わ
た
し

の
六
十
周

年

ス

ポ

ー

ツ

の

街

ま

つ

ど

を

目

指

し

て

昭
和

十
八
年

、
東

部
地
区
高
塚

新

田

で
生
ま
れ
、
現

在
も
居
住
し

て

い

ま

す
。
生
ま

れ
た
頃

の
東
部

地
区

は

農
村

地
帯
で
、

ほ
と
ん
ど

が
農
家

で

し

た
。
昔
は

、
農
繁
期
に
は

学
校
の

休
み

が
取
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
の
生
ま

れ
た
東
部
地
区

は
相

互

の
信
頼
関
係

が
強
く
、
東

部
地
区

総

合

グ
ラ

ウ
ン
ド

（
現
在

の
五

中

グ
ラ

ウ
ン
ド
）
は

、
子
供
た
ち

の
教
育

の

場
を
確
保
す

る
た

め
に

、
昭

和
二
十

五
年
に
地
域

の
人
全

員
の
無
料
奉

仕
で
埋

め
立
て
を
し

て
完
成

さ
せ
た

も
の
で
、
で

き
あ
が
っ
た
時
に
は
、

全
員
で
喜

び
合

っ
た

こ
と

が
記

憶
の
中
に

あ
り
ま
す

。
さ

ら
に
、

東
部
地
区

に
は
、
松

戸
で
唯

一
の
ス

ポ
ー

ツ
振
興

連
絡
協
作
臾
匹

が
組
織

運
営
さ
れ

て

い
ま
す

。

私
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
教
育
委

員
会
よ
り
体
育
指
謦
妛
員
に
任
命
さ

れ
、
現
在
も
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
五
年
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
り
で
は
、
松
戸

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
運
営

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
十

一
世
紀
の
森
と
広
場
が
会
場
だ
っ
た

の
で
す
が
、
前
日
は
生
僧
の
雨
と
な

っ
て
し
ま
い
、
当
日
は
朝
早
く
か
ら

バ
ケ
ツ
や
ト
ン
ボ
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
紅

葉
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
芝
生
の
グ
ラ

望
月
　

英
雄
さ
ん

ウ
ン

ド
に
、
全
国

の
選
手
を
迎
え

入

れ

る
こ

と
が
で
き
ま

し
た

。
大
会
後
、

全
国

か
ら
最
大
級

の
賛
辞
を

い
た
だ

き
、

感
激

い
た
し

ま
し
た

。

体
育

指
導
委
員

は
、
市
内

十
一
地

区
に
百
四

名
お
り

、
各
地
区

で
身
近

な
施

設
を
利
用
し

て
、
軽

ス
ポ
ー

ツ

や
レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等

の
教
室
や

人
会

を
開
催
し

、
ス

ポ
ー
ツ
指
導

や

イ

ベ
ン
ト

の
企
画

運
営
を
行

っ
て

い

ま
す

。
今
後

は
、
地
域

の
ス
ポ
ー

ツ

育

成
や
、

ス
ポ
ー

ツ
を
す

る
大
と

の

連
携
を
取

る
役

割
が
期
待

さ
れ
て

い

平成4 年、島根県で行われた全国スポレ ク祭で

ま
す

。
ぜ
ひ
、
各
地
区

の

体
育

指
導
委
員

を
人

的
資

源
と
し
て
利

用

し

て
く
だ
さ

い
。
わ

れ
わ
れ
体
育

指
導

委

員

も
、「
ス

ポ
ー
ツ
の

街

ま
つ
ど
」

の
実
現

に
向

け
て
、

一
致
団

結
し

て
頑
張

っ
て

い

き
ま
す

。
市
民

の
皆

さ
ん
の
参
加
支

援
を

お
願

い
い
た
し
事

男

こ
の
コ
ラ

ム
は
、
今
回

で
終
了
し

ま
す
。
元
気

に
活
躍
さ

れ
る
還
暦
市

民

、
八
人
の
方
々
に
登
場
い
た
だ
き
、

「
わ
が
町
ま
つ
ど
」
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

思

い
出
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、

１２
月
2
5日
号
で

は
、
市
制

施
行
六
十
周
年

を
記
念
し

て
行

わ
れ

た
さ
ま
ざ

ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
振

り
返

り
ま
す

。
市

民
の
皆

さ
ん
が
多

数
参

加

さ
れ

る
姿

か
ら
、
明
日

へ
伝
え

た

い
も
の
は
何

か
、
見
え
て

く

る
の

で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

き

れ

い

な

川

を

守

る

た

め

に

油
類
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
お
願
い

（
新

聞

、
チ

ラ

シ

等

）

・

物

置

や

倉

庫

に

は

、

か

ぎ

火災は大切な生命、財産を奪います！

８

体
育
指
導
委
員

運
営
協
議
会
会
長

～その一杯

勧めたあなたも共犯者～



松戸市職員給与等の公表

【】人件費の状況(普通会計決算)

区　分
住 民 基 本 台 帳

人 口( 年 度 末)
歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ

人 件 費 率

(Ｂ ／ Ａ)

（参 考）13 年度

の人件 費率

纐年度
(15.3.31)

465,ﾜOﾜ 人

千円

109､683,469

千円

3,585,934

千円

30,ﾜﾜ3､449
28.196 2ﾜ.2％

人柞 巷 に は 、釟 刔 、擂 舳 。諸 乖 当 、北 洛 曹 笑 邦 会 ま お ま す｡

区分 職員数
Ａ

給与費 1人当 たり

給 与費

(Ｂ ／ Ａ)

職引 人当たり の住民数

給料 職員手当 期末腟 手当 計　Ｂ 松戸市 県内市分平均

15 年 度
( 巧,∠囗)

3,208 人

千円
1嗣凪843

千円
4,054,4ﾜ9

千円
6,660.291

千円
24､8ﾜ3剛3

千円
ﾜ､ﾜ53

145.2人 130.5人

「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当］主居手当、通勤手当、特殊勤務手
当、時間外勤務手当等が含まれ、児童手当、退職手当を除いたものです。
※職員１人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市

は、他市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行しています。

【】職員の平均給料月額､平均給与月額および平均年齢の状況(平成15年4 月1日現在)

一般行政職 技能労務職

平 均 給 料 月 額 平 均 給 与 月 額 平均年齢 平 均 給 料 月 額 平 均 給 与 月額 平均年齢

松戸市 392,512 円 520,021 円 邨歳1月 306,9ﾜﾜ 円 3ﾜ6,638 円 邨歳5月

国 32ﾜ623 円 ∠10歳5月 286 340 円 48歳9月

一般行政職は、税務職・福祉職・医療職・消防職・教育職 一企業職・技能労務職等を隍い

た職員。技能労務職は自動車運転手・守衛・業務員・用務員・給食調理員等です。
給与月額とは、月々支給される給料と職員手当（期末・勤勉、児童、退職手当を除くすべ
ての手当）の合計をいいます。

区　　分
松戸市 国

初任給 採用2年経過[]の給料額 初任給 採用2年経過日の給料額

一般行政祿
大学卒 185,600円 200,200 円

Ｉ種185,600 円 200,200 円

II種1ﾜ1,500 円 185,600円

高校卒 纐9,200円 16∠1,600円 139,500円 1∠19,200円

口職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成15 年4 月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20 年

一般行政職
大学卒 280,634 円 324,3∠頴円 3ﾜ2,901 円

高校卒 225,933 円 2ﾜ6,500 円 3副,ﾜ94円

技能労務職 202,058 円 2∠≒ﾜ09 円 26ﾜ,728 円

経験年 数は 、学校 卒業後直ち に市に 採用さ れ引 き続き 勤務し ている 場合 には 、採用 後の年

数。採用前 に職歴等のある 場合には 、そ の期間を換 算し 採用 後の年数 に加算し た年 数で す。

【】一般行政職の級別職員数の状況( 平成15 年４月１日現在)

区分　　級 9級 8級 ﾜ級 6級 5級 石級 3級 2級 1級

計標 準 的 な 職

務 内 容

本 部 長

担畿 隕

担当部長

次　 長
課長 補佐

主幹
係長

係長 主任主事
主事

技師

事 務 員

技 術 員

職員数 9人 38人 226 人 129人 引5 人 260 人 2ﾜO 人 130人 旧人 巧90人

構成比 0.6% 2.496 伉2 ％ 8ｺ ％ 32.496 16. ∠↓％ 1ﾜ.0％ 8.2％ 0.8％ 100％

参

考

1年前の
構成比

0.ﾜ％ 2.5 % 13.696 9.0％ 3口 ％ 16.096 18.196 ﾜ.ﾜ％ 1.396 100％

5年前の

構成比
0.8％ 1.8％ 8.ﾜ％ ﾜ.6％ ℡8 ％ 21.596 22 迴％ 1引 ％ 1.8％ 100％

給与条例に基づ＜給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内容とは、それぞれの
級仁該当する代表的な職名です。

区　　　分 合　計 一般行政職 技能労務職

稀年度

職員数　　　　　　　　（Ａ） 2,0ﾂﾂ人 1,632人 顏5 人
普 通 昇 給 期 間 （12 ～24 月 ） を 短 縮

し て 昇 給し た 職 員 数　 （Ｂ ） 70人 引人 19人

比率　　　　　（Ｂ）／（∧） 3.∠↓％

2,10ﾜ人

3.196

1,642人

4.396

13年度

職員数　　　　　　　　（Ａ） 465 人
普 通 昇 給 期 圉 （ セ ～24 月） を 短 縮

し て 昇 給し た 職 員 数　 （Ｂ ）
60人 29人 31人

比率　　　　　（Ｂ）／（Ａ） 2.8％ 1.8％ 6.ﾜ％

【】職員手当の状況 (平成15 年4月1日現在)

区分 松　戸　市 国

扶養

手
当

配偶者　　　　　　　　　　　曷,000円配偶者　　　　　　　　　　　14,000 円

配俚者|当体の排着鉗鴕 西P俚者口休の桴告報謔
１人日 １人日

配 偶 者 が 扶 養 親 族　　　　6,000 円

配 偶 者 が 扶 養 親 族 でな い　6,500 円

配 偶 者 が な い　　　　　　11,000 円

配 偶 者 が 扶 養 親 族　　　　6,000 円

配 偶 者 が 扶 養 親 族 で な い　6,500 円

配 偶 者 が な い　　　　　　11,000 円

冫 人日　　　　　　　　　　　　 ６∩∩∩囚 ？人日　　　　　　　　　　　　Rnnn口］

3人目～　　　　　　　　　　5,000円 3人目～　　　　　　　　　　5,000円

16歳～22 歳の子１人につ
きｶﾛ算する額　　　　　　　　5,000円

16 歳 ～22 歳 の 子 １人 に つ

き 加 算 する 額　　　　　　　　5,000 円

住居

手
当

借 家･ 借 問 居 住 者 （家 賃8,500 円 を 超 え る

場 合 に 限る ） …家 賃 の 額 に 応 じ て

2ﾜ,000 円 を 限 度 に 支 給

借 家･ 借 問 居 住 者（家 賃12,000 円 を 超 え る

場 合 に 限 る ） …家 賃 の 額 に 応じ て

2ﾜ,000 円 を 限 度 に 支 給

持 家 居 住 者　　　　　　　　　　9,400 円 持 家 居 住 者

新 築 ・購 入 後ら年 間　　　　　2,500 円

そ の 他 の 者　　　　　　　　　1,000 円

通勤

手
当

電 車 ・ バ ス を 利 用 す る 場 合 … 定 期 代 等

45,000 円 ま で は 全 額 支 給 、そ れ を 超 え る

部 分 は 半 額 支 給 （5,000 円 を 限 度 ）

自 動 車 等 を 使 用 す る 場 合 … 使 用 距 離 等 匚

応 じ て4,600 円 ～45 100 円 を 支 給

電 車 ・ バ ス を 利 用 す る 場 合 … 定 期 代 等

45,000 円 ま で は 全 額 支 給 、そ れ を 超 え る

部 分 は 半 額 支 給 （5,000 円 を 限 度 ）

自 動 車 等 を 使 用 する 場 合 … 使 用 距 離 等 に

応 じ て2000 円 ～20900 円 を 古 給

区分 松　戸　市 国

期末

手
当

勤勉

手
当

( 拍 年 度 支 給 割 合)

期 末 手 当　　 勤 勉 手 当

6 月 期　　1. ∠↓5月 分　　　0.6 月分

12 月 期　　1.55 月 分　　0.55 月 分

3 月 期　　　0.5 月 分

計　　　　3.5 月 分　　1.15 月 分

職 制上の段階､ 職務 の級 等による加 算措置 …有

( 纐 年 度 支 給 割 合)

期 末 手 当　　 勤 勉 手 当

6 月 期　　1.45 月 分　　　0.6 月 分

12 月 期　　　1.85 月 分　　0.55 月 分

3 月 期　　　0.2 月 分

計　　　　3.5 月 分　　1. 巧 月 分

職制上の 段階､ 職務 の級等による 加算措置 …有

退職

手
当

支 給 率 （平 成 巧 年4 月 １日 現 在 ）

自 己 都 合　 勧 奨 ・定 年

勤 続20 年　　21.0 月 分　34.65 月 分

勤 続25 年　33.ﾜ5 月 分　44.55 月 分

勤 続35 年　　4ﾜ.5 月 分　　62.ﾜ 月 分

最 高 限 度 額　　60.0 月 分　　62.ﾜ 月 分

支 給 率 （平 成15 年4 月１日 現 在 ）

自 己 都 合　 勧 奨 ・定 年

勤 続20 年　　21.0 月 分　28.8ﾜ5 月 分

勤 続25 年　33.ﾜ5 月 分　　4 ぺ55 月 分

勤 続35 年　　4ﾜ.5 月 分　　62.ﾜ 月 分

最 高 限 度 額　　60.0 月 分　　62.ﾜ 月 分

その他の加算措置 その他の址〕算措置
定年 前早 期退職 特 例措置(2 ％～20 ％加 算)

退 職 時 特 別昇 給

勤 続20 年 以 上　1 号 俸 ま た は2 号 俸

定年 前早 期退 職特 例措 置(2 ％～20 ％ 加算)

退 職 時 特 別 昇 給

1号 俸

１人当たり平均支給額（膕年度）

自己都合　 勧奨 一定年

46ﾜ9 千円　28,211 千円

自己 都合退職 の最高限 度額につい ては 、45 年間 勤続し た率で す。

調 整 手 当

(15 年4 月１日

現 在)

支給対象地域 全地域

支給率 10％

支給対象職員数 3,161人

国の制度（支給率） 3％

支 給 対 象 職 員1 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （14 年 度 決 算 ） 452,499 円

特 殊 勤 務 手

当(14 年 度)

区　　　　　分 全 職種
職 員 全 体 に 占 め る 手 当 支 給 職 員 の 割 合 39.9％

支 給 対 象 職 員 一 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 5∠L,ﾜ02円

手当の種類（手当数） 24種類

代 表 的 な 手 当 の 名 称

支 給 総 額 の 多 い 手

当

特 殊 現 場 勤 務 手 当 、し 尿 ・ご み 等 収

集 処 理 手 当 、救 急 出 動 手 当 、保 育 手

当 、税 務 手 当

多 く の 職 員 に 支 給

さ れ てい る 手 当

特 殊 現 場 勤 務 手 当 、危 険 作 業 手 当 、

火 災 出 動 手 当 、保 育 手 当 、税 務 手 当

時間外勤務手当

14年度
支給総額 ﾜ23,932 千円

職員一人当たり支給年額 282 千円

13年度
支給総額 ﾜ94,903 千円

職員一人当たり支給年額 304 千円

【】特別職の報酬等の状況( 平成15 年11 月１日現在)

区　　分 報酬等月額 期末手当

市 長 1,050,000円 ( 纐年度支給割合)

6月期　2.05月分

12月期　2.10月分

3月期　0.5 月分

計　4.65 月分

助　役 860,000 円

収入役 ﾜ60,000 円

議　長 ﾜ20000 円

副議長 660000 円

議　員 590,000 円

ｎ 定 員の状況 （平成15 年４月１日現在）

区　分 職員数 対前年増減数

大部門 中部門 平成13 年 平成扣年 平成巧年 平成13 年 平成14 年 平成 巧年

一

般

行

政

議会
２１ ２１ 20 ０ ０ △ １

総務･企画 4ﾜ9 4ﾜ5 4ﾜ1 ０ △ ４ △ ４

紲　　絃 1弓０ 箍? 箔∠L ０ ？ ？

民　　生 ﾜ31 ﾜ24 ﾜ25 △24 △ ワ １

衞　　牛 引９ ３１５ 299 △ ３ △ ４ △掲

労　　働 ２ １ １ ０ △ １ ０

農林水産 ｍ 19 口 １ ０ △ ２

商　　工 26 25 26 ３ △ １ １

上　 木 338 340 322 ０ ２ △18

小　 計 2,085 2,0ﾜ2 2,035 △23 △13 △3ﾜ

特

別

行

政

教　　育 662 6引 634 △12 △11 △1ワ

消　　防 引０ 引０ 50ﾜ △ １ ０ △ ３

小　 計 1,1ﾜ2 V61 1,141 △13 △11 △20
公

営

企

業

等

会

計

病　　院 936 921 920 ３ △謁 △ １

水　　咨 29 29 29 ０ ０ ０

下 水 道 9ﾜ 引 83 △ ５ △ ６ △ ８

そ の 他 85 85 85 21 ０ ０

小　 計 瑁4ﾜ 1,126 口 口 19 △21 △ ９

総合計 440 ∠| ∠1359 4 293 △1ワ △∠15 △66

職 員数は一般職 に属する職 員数であり 、地方公 務員の身分を 保有する休職者 、派遣職 員(平

成15 年4 月１日現在 、10 団体58 人) 等を 含み 、臨時 または非常 勤職 員を除いてい ます( 教育

部 門の人数には 、教育長が含 まれてい ます)。

大部門 中部門 増員数 減員数 差引 主な増減理由

一般

行
政

議会
０ △ １ △ １欠員不補充

総務･企画 掲 △20 △ ４業務の増（IT推進）、業務の見直し等

税　　務 ２ ０ ２収納体制の強化

民　　生 １１ △10 １業務の増(ケ ースワ ーカ ーの増員) 渫 務の見直し 等

衛　　生 ６ △22 △16 業務の増、業務の見直し等

労　　働 ０ ０ ０

農林水産 ０ △ ２ △ ２業務の見直し

商　　工 １ ０ １業務の増

土　　木 ０ △18 △18 業務の見直し

特別行政
教　　育 １ △18 △口 業務の増、学校調理業務の見直し等

消　　防 ０ △ ３ △ ３業務の見直し等

公

営

企

業

等

会

計

病　　院 ワ △ ８ △ １業務 の増(相 談窓ロ スタッフ 配置) 、欠員不 補充等

ﾌk　　4 罅 ∩ ∩ ∩

下 水 道 ０ △ ８ △ ８業務の見直し

笋 冊 拊 ∠1 ∧ ∠1 ∩

市民の皆さんに松戸市の一般職および特別職の給与等について理解していただ

くため、その概要をお知らせします。なお、公表の内容は主に平成15 年4月1 日

現在の数値を基準としておりますが、12 月1日から人事院勧告に準じて給料、扶

養手当、期末手当の引き下げを実施しました。

匳人事課給与係登366-7306

【】一般職員給与費の状況( 普通会計当初予算)

【】職員の初任給の状況( 平成15 年4月１日現在)

【】昇給 期間短縮の状況

●職員数の増減状況

・ 部門別職員数の状況
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員
各
日
先
着
二
十
四
人

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
ふ
き

ん
二
枚
・
密
閉
容
器
・
ビ
ニ
ー
ル
袋

費
用
五
百
円

圃
電
話
で
消
費
生
活
課
昔
3
6
6
・
7
3
2

9
へ

「
」
モ
グ
モ
グ
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
「
う

ど
ん
・
七
味
唐
辛
子
作
り
」

１
月
６
囗
㈹
午
前
1
0時
～
午
後
２
時

会
場
市
民
会
館

内
容
薬
研
（
や
げ
ん
）

で
作
っ
た
七
昧
唐
辛
子
と
手
作
り
う
ど

ん
で
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
を
作
っ
て
食
べ

る
　
講
師
新
价
尸
郷
土
資
料
館
館
長
・

大
井
弘
好
氏
　
対
象
小
学
三
～
六
年
生

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン

こ
二
角
き
ん
　
費
用

于

一
百
円
（
保
険
料
を
含
む
）

圈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
青

木
公
3
8
6
・
9
1
5
4

［
］
地

震

・

防

災

に

関

す

る

セ

ミ

ナ

ー
１
月
2
0日

㈹
午
後
１

時
～

５
時

会

場
市
川
市
市

民
会
館
　

内
容
地
震
を

知

り
、
地
震

に
備
え

る
上

兀
禄
地
震

か
ら

三
一
日
年

定
員
先
着
九
百

人

費
用

無

料圃
１
月
８
日

困
〔
必
着

〕
ま
で
に
、
（

ガ
キ
ま
た
は

フ
ァ

ク
ス
に
、
氏
名

・
住

所

・
勤
務
先

・
電
話

・
フ
ァ

ク
ス
番

号

を
記
入
し

て
、
〒
2
6
0
－
8
6
6
7
　

千

葉
県
総

務
部
消
防
地
震

防
災
課

昔
0
4
3
・

2
2
3
・
2
1
7
6

隰
0
4
3
・
2
2
2
・
5
2
0
8

へ
［

］
４

・

５

・

６

ぼ

け

っ

と

「

魔

法

の

板

・

カ

プ

ラ

で

あ

そ

ぼ

う

Ｉ
・
」

1
2月
1
3
日

出
午

前
1
0
時

～
一
１１一
時
4
5
分

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

素

朴

な

木

の

ブ

ロ

ッ

ク

「

カ

プ

ラ

」

を

た

く

さ

ん

使

い

、

親
子

で

造

形

あ

そ

び
を

楽

し

む

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ
　

講

師

冨

安

智

子

氏

対

象

四

～

六

歳

の
子

ど

も

と

そ

の

親

定

員

親

子
四

十

組

費

用

一
人

千

二

百

円囿

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

松

戸

子

ど

も

劇

場

・
青

木

昔
3
8
6・
9
1
5
4

【
】
詩

吟

無

料

体

験

1
2月

５
日

窗

・
Ｅ
に一
日

窗
・
1
9
日

蚩
〔
全

三

回
〕

午

前
1
0
時

～

正

午
　

会

場
古

ケ

崎

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

漢

詩

・
短

歌

・
俳

句

の

初

心

者

向

け

指

導

費

用

無

料圖

新

松

戸

古

ケ

崎

吟

道

会

・
片

岡

昔
3
6
1

・
2
4
3
2

（
夜

間

の

み

）
　
｀

毎月第三木曜日は普通救命講習の日

(応急手当の基本コース)

日時…毎月第3木曜日［12 月開催は、18 日困］午

前9時～正午

会場…消防局5階講堂

内容…成人への心肺蘇生法、止血法

定員…各先着50人

費用…無料

※普通救命請習修了証を交付

※奇数月は、一時保育あリ（開催日の10 日前まで

に要予約、1歳10 ヵ月以上就学前まで　費用おや

「
」
文

化

庁

「
文

化

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

支

援

事

業

」

能

楽

体

験

講

座

1
2月
2
0日
～

３
月
2
0日

の
第

∵

三

土
曜
日

〔
全
七

回
〕
親
子
体
験

＝
午
後

１
時
～
２
時
3
0分

中

・
高
校
生
体
験

＝
午
後
３
時
～
４

時
3
0分
　

会

場
女
性

セ
ン
タ

ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　

内
容

謡
・
仕

舞

・
囃
子
（
つ
づ
み
）
　
講
師
能
楽
師
、

松

戸
謡
曲
連
盟

費
用
無
料

圃
電
話

で
松
戸
謡
曲

連
盟

・
古

川

昔
3
4
3

・
1
6
7
7

へ

【
】
日

舞

・

新

舞

踊

講

習

会

1
2月

９
日
天
～
1
6日

㈹
午
後
１

時
～

４
時

会
場

新
松

戸
市
民
セ
ン

タ
ー

内

容
初
心
者

に
も
向
く
踊
り
　

費
用

一

回
五
百

円

固

扇
雅
会

・
長
谷
川

昔
3
4
4
・
6
3
5
5

（
夜
問
の
み
）

ア
ジ
ア
ま
る
か
じ
り
Ｉ
～
草
原
の
国
・
モ
ン
ゴ
ル
編

①
１
月
1
0日
剛
午
後
１
時
3
0分
～

３
時
②
1
7日
出
午
後
１
時
～
４
時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
内
モ
ン
ゴ
ル

出
身
の
講
師
に
よ
る
①
お
話
と
馬
頭

琴
演
奏
②
伝
統
料
理
の
調
理
実
習

対
象
小
学
四
年
生
上
二
十
歳
ま
で
の

人
（
保
護
者
の
参
加
可
）
　
講
師
馬

頭
琴
演
奏
家
・
ラ
イ

ー（

ス
ロ
ー
氏

＝
蚕
具
　
定
員
先
着
五
十
人
　
費
用

五
百
円

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
合
3
4
4
・
8
5

5
6
へ

いざ という とき のために

つ 代1 人200 円)

圃12 月８日(月)か ら

通 年 の 月 ～ 金 曜 日

(祝 日 を 除 く) 午

前 ９時 ～ 午 後 ら時

の 罔 に 、電 話で 消

防 頽 救 急 防 災 課 指

導 担 当S363-

1116 へ

［
］
文
化
庁
「
こ
ど
も
囲
碁
教
室
」

1
2月
2
6
日

脂

・
2
7日

出

・
2
8
日

⑧
、

１

月

４
日

賄

・
５

日

丱

・
1
0
日

出

・
‥１１

日

㈲

・
1
2
日

㈲

・
1
7日

出

・
1
8
日

剛

・
　〔
个

卜

回

〕

午

前
1
0
時

～

１１一
時
3
0
分
　

会

場

六

実

集

会

所
　

内

容

小

・
中

学

生

を

対

象

に

囲

碁

の

初

歩

を

指

導
　

費

用

無

料

匝
1
2
月
1
0
口

水
［
消

印

有

効

］
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に
住

所

・
氏

名

（

フ
リ

ガ

古
　

・
年

齢

・
学

年

を

記

入

し

て

、

〒

2
7
1
－
0
0
7
4

松

戸

市

緑

ケ

丘

一

の

一

三

三
　

伊

藤

方

東

葛

棋

赤
天

心
事

務

局

・
山

崎

三

千

雄
（

昔
心
∵
1
6
6
1

）
へ

［
］
訪

問

介

護

員

（
ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

）

養

成

研

修

〔
三

級

課

程

〕

２
月

５
日

米
・
６
日

金

・
９
日

丱

・

1
2日
附

・
1
6日
囲

～
2
0日
金

・
2
4日

㈹

・
2
5日
水
、
３
月
2
4日
水
他
に
二
日

間

の
実
習

〔
‥
口
程
変
更

の
場
合
あ
り
〕

会
場
松
戸
市
福
祉
公
社

他
市
内
施
設

対
象
全
日
程
受
講
可

能
で
市
内
在
住

の

人

定
員
五
十
人

（
抽

選
）
　

啓
乕

一

万

一
千
円

（
テ
キ

ス
ト
代
等
）

圃
1
2月
1
7口

水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ

（
一
人

一
枚

）
に
住
所

・
氏

名

（
フ
リ

ガ
ナ
）
・
生
年
月

日
（
年

齢
）

・
電
話
番

号
・
受

講
目
的
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
－
0
0
6
5

松

戸
市
南
花
島
四

の

六
三

の
五
　

齟
松

戸
市

福
祉
公
社
事
業

係

（

容
3
6
8
・
２
９
４

士

へ

催し物名 日時 講師 定員 費用

みど り の 講 習 会

匚ク リ ス マ ス テ ーブ

ル アレ ン ジ 」

12/20 は）

午 後1 時30 分

～3 時30 分

フ ラ ワ ー デ ザ

イ ナ ー ・青 島

理 恵 子 氏
25人 2,500円

園 芸 教 室

｢ ヒ バ の 香 り の ク リ

ス マ ス リ ー ス｣

12/21(Eﾖ)

午 後1 時30 分

～3 時30 分

み ど り の 相 談

員 ・丸 尾 三 恵

子 氏
30人 1,500円

会場21 世紀の森と広場

隰電話でパークセンター登3∠15-8900 へ

松戸商工会議所では、平成旧年4 月１日からスタートす

る「新しい消費税」のルールについて、適切に対応できる

ように講習会と個別窓口相談会（要予約）を実施します。

消費税講習会　　　　　　　 個別窓口相談会（予約制）

【
】
松

戸

村

立

雑

学

大

楽
「
電

気

製

品

の

部

品

を

趣

味

な

ど

に

再

利

用

」

１９一
月
2
1
日

㈲
午

後

２

時

～

３

時
3
0
分

会

場

サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー

ム

三

階

（
八
柱

駅

下

車

徒

歩

二

分

）
　

講

師

加

藤

唯

夫

氏

費

用

無

料

固

石

崎

登

隰

錮

・
2
9
5
1

市では、建築基準法の一部改正により、平成16 年5月17 日までに適用する

ことになる市街化調整区域の容積･ 建ぺい率等の建築形態規制の案を下記の

とおり縦覧し 、意見を募集します。なお、市街化調整区域において建築物を

建築する場合には、開発許可等が必要となります。

縦覧場所および意見書の提出先…建築指導課

縦覧期間および意見書の提出期間…12 月８日但)～22 日(月)(土・日曜日を除

く午前9時～午後4時30 分)

案の概要

容積率100 ％　建ぺい率50 ％　道路斜線1:1.25　隣地斜線20m4-1:1.25

圖建築指導課c366 ―ﾜ368

期 日 時　間

12/11休） 午後1時～3時

12/1700 午後3時～5時

12/22(月) 午後IE侍～3時

期 日 時　圖

12/17冰）
午後1時～3時

1/28fek)

会場松戸商工会議所　費用無料

圃電話で松戸商工会議所指導一課S364-3111 へ

［

］
カ

ロ

ー
リ

ン

グ

公

認

指

導

者

資

格

取

得

講

習

会

1
2月
1
3日

出
午
後
１
時
～
３
時
　

内

容

フ
ロ
ア

ー
上

で
行

う
カ

ー
リ
ン

グ

会

場
青
少
年

公
館
　

費
用
五
百
円

（
他

に

申
請
料
あ
り

）

圃
電
話

ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、
松
戸

レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会

・
藤
倉

昔
3
6
2
・

3
3
1
3

囲
3
6
1
・
１｛
‥Ｕ
ｑ
″３
へ

会場松戸地域職業訓練

センター（テクノ21 ）

雇用・能力開発機構千葉センター受託事業

パ ソ コ ン 講 座 の お し ら せ

ＩＴ学習支援コース

［
］
セ
ミ
ナ
ー
「
縛
ら
な
い
ケ
ア
を
め

ざ
し
て
」

1
2月
2
1日
㈲
午
後
１
時
か
ら
　
会
場

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内
容
拘

束
廃
止
研
究
所
所
長
・
田
中
と
も
汪
氏

に
よ
る
講
演
、
市
内
施
設
よ
り
報
告

費
用
三
百
円
（
資
料
代
）

圖
介
護
保
険
・
松
戸
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
田
中
登
3
8
4
・
3
7
6
8

県立現代産業科学館

講座名 日程

初 め て の パソ コン 1/5(1月卜6 ㈲・7㈲

WORD  &  EXCEL
基礎1

1/8W ・9㈲・10圉

1/26( 月)・27 固 ・28 ㈲

WORD  S, EXCEL
基礎2

1/13W ・14㈲・15休）

WORDS,[EXCE し
活用

1/21 ㈲・22困・23廊

講座名 日時 内容 対象ﾉ定員 費用

科 学 館 た ん け ん

隊

12/13C 士)

午 後1 時 ～

2時30 分

ワ ー ク シ ー ト を 使 っ

て 科 学 館 内 を 探 検
小 学 生 以

上 ／２０人

(抽 選)

※ ｍ 分 前

に 集 合

無料

お も し ろ 工 作 ク

ラブ

12/21(1[])

午 後2 時 ～

3 時

蜜 ろ う キ ャン ド ル を

作 る
800 円

ク リ ス マ ス 実 験

講 座

12/23R

午 後1 時 ～

2 灣30 分

小 ・中 学 生 を 対 象 に

し た 科 学 実 験

一 般/ﾜ0

人( 当 日)
無料

(パソコンを使用しての自

主学習)

時間午前9時30 分～午後∠1時30 分
対象求職者　定員吝20 人　費用無料
(ただしテキスト代実費)
圃12 月10日㈲午前9時から、｢求職受
付票｣ を持って直接窓口で受け付け
(受付開始時間に定員を超えた場合は
その場で抽選)

固松戸市地域職業訓練センター(小金

原1の19の3、昔349－3200)

期日 時間

1/ 9 ㈲ 18:00～21:00

14㈲ 18二00～21:00

17㈹
9二30～12:30

13二30～16:30

18(日)
9:30～12:30

13:30～16:30

20㈲ 18:00～21:00

26㈲ 18:00～21:00

31㈹
9:30～12:30

13:30～16:30

定員20 人　費用無料

圃12 月15 日(月)午前9 時か

ら 、直接窓口または電話で

受け付け( 受付開始時間に

定員を超えた場合は窓口優

先)

会場県立現代産業科学館（市川市）

圖県立現代産業科学館登3ﾜ9 －2005
受付日当日は大変込み合いますので車での来場はご遠慮ください。

情 報講
座
・
講
演 ※タイトルが色刷りのものは、市等主催です

チャンネル

－

－

－

－

市街化調整区域の建築形態規制の案を縦覧します

消費税法改正に伴う講習会および個別窓口相談会

21 世紀の森と広場パークセンター

パソコン操作習得コース



【
】
自
宅
の
耐
震
相
談
を
し
て
み
ま

せ
ん
か

1
2月
1
7日
水
午
前
1
0時
～
午
後
４
時

会
場
ハ
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
木

造
在
来
工
法
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
相

談

費
用
無
料

奈
自
宅
の
平
面
図
（
間
取
り
図
）
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

匣
電
話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備
係
容

3
6
6
・
7
3
6
8
へ

［
］
ラ
デ
ィ
カ
ル
絵
画
展

1
2月
1
6日
天
～
2
1口
雇
午
前
1
0時
～

午
後
６
時
（
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
　
会
場
文

化
ホ
ー
ル
　
内
容
油
彩
画
　
費
用
無
料

ヨ
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
横
尾
昔
3
6
1
・
0
7
3

1
［
］
野
鳥
観
察
会

1
2月
1
4日
㈲
午
前
８
時
Ｊ
Ｒ
新
八
柱

駅
前
、
ま
た
は
午
前
８
時
3
0分
八
柱
霊

園
正
面
入
口
集
合
、
1
1時
3
0分
頃
現
地

解
散
〔
雨
天
中
止
〕
　
会
場
八
柱
霊
園

内
容
松
戸
の
冬
鳥
な
ど
の
観
察

持
ち

物
筆
記
用
具
・
観
察
用
具
な
ど
　
費
用

［
］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

毎
月

第

∇

三

土
曜
日
午
前
1
0時
～

午

後
３
時

会

場
健
康
福
祉
会
館

ス

れ
あ

い
2
2）
　

内

容
松
戸
市
精

神
障
害

者
家
族
会
土
曜
会
会
員
に
よ
る
相
談
（
秘

密

厳
守
）
　

対

象
「
こ
こ

ろ
の
病
」

の

人

を
抱
え

る
家

族
　

費
用
無
料

奈
同
日

・
同

時
間

に
電
話
で

の
相

談
も

受

け
付
け

て
い
ま
す

（
こ
こ

ろ
の
家

族
相
談
室

直
通

昔
3
8
3
・
５
５
５

古

。

※
一
月

の
第

一
土
曜
日
は
休
み

ま
す

。

団

ビ
オ
ラ
エ

房

昔
3
3
1
・
6
0
1
8

（
月

・
火

・
木

・
金
曜

午
前
1
0時
～
午

後
３

時
）

［
］
雪
国
に
行
こ
う
ー
丸
ご
と
冬
体

験
!
2月
2
6日
窗
～
2
9

日
丱
〔
三
泊
四
日
〕

内
容
バ
ス
で
雪
国
薪

潟
県
南
魚
沼
郡
塩
沢

町
）
に
行

き
、
雪
合

戦
・
ス
ノ

ー
ト
レ

ッ
キ

ン
グ
・
太
鼓
体

験
・
雪
像
作
り

な

ど
を
体

験

対
象
小

学
三
年
生
～
中

学

三
年
生
　

定
員
先
着
二

十
五
人
　

費
用

四
万
六
千
円

～
四
万

九
千
円

匣
1
2月
1
0日

則
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は

フ

ァ
ク
ス
、
？
ヨ
畆
で

齟
国

際
青

少
年
研

修
協
会

昔
0
3・
３
３
５

９

・
8
4
2
1

隰
0
3・
３
３
５
４

・
2
2
0
7

へ

Ｘ
」
 ｉｎ
ｆｏ
＠
ｋ
ｓ
ｋ
ｋ
.ｏｒ
.ｊｐ

【
】
年
忘
れ
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ

ー

1
2月
2
7日
用
午
後
５
時
～
８
時
　
会

場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
五
百

円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

圜
山
田
昔
3
4
5
・
3
9
8
2

【
】
チ

ェ

チ

ー

リ

ア

ー
ク

リ

ス

マ

ス

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト

1
2月

１１一
日

米
午

後

１

時
3
0
分

～

３

時

3
0分

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

コ

圭

フ
ス

（

メ

ン

デ
ル

ス

ゾ

ー

ン

、

ポ

ピ

ュ

ラ

士
　

・

ピ

ア

ノ

演

奏

・

テ

ノ

ー
ル

独

唱
　

費

用

五

百

円

圖

女

性

合

唱

団

チ

ェ
チ

ー

リ

ア

・
阿

部

昔
3
6
2・
Ｑ乙
９
］
に
．″８

［
］
松
戸
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
「
第
九

演
奏
会
」

1
2月
1
4日
襾
午
後
２
時
　
会
場
森
の

ホ
ー
ル
2
1
　内
容
市
民
公
募
の
合
唱
団

と
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
第
九
交
響
曲
を
演
奏

費
用
全

自
由
席
千
五
百
円
（
前
売
千
二
百
円
）

※
森
の
ホ
ー
ル
2
1チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

他
で
発
売
中

圖
松
戸
市
音
楽
協
会
・
八
嶋
登
3
8
3
・
0

1
1
1

「
」
と
も
し
び
読
書
会

1
2月
1
8囗
困
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
市
民
劇
場
　
テ
キ
ス
ト
「
夏
の
庭
」

湯
本
香
樹
実
著
　
費
用
三
百
円

圃
電
話
で
徳
島
登
3
8
8
・
1
8
8
0
へ

「

」
借

地

借

家

の

無

料

相

談
・

1
2月

９
囗

㈹
午

後
１
時
～
４

時
　

会

場

勤
労

会
館

※
契
約
書
等

が
あ
れ

ば
ご
持
参
を

圜
松
戸

借
地
借
家
人

組
合

・
外
谷

昔
3
4
5

［
］
大
学
生
・
社
会
人
の
た
め
の
冬

期
海
外
派
遣
事
業

①
ｔ
ギ
リ
ス
語
学
研
修
＆
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
＝
期
間
２
月
1
5日
㈲
～
2
8日
出

定

員
二
十
人
　
費
用
二
十
九
万
円

②
不
－

ス
ト
ラ
リ
ア
生
活
文
化
体
験
＆

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
＝
期
間
２
月
2
2日
㈲
～

３
月
２
日
火

定
員
二
十
人

費
用
二

十
七
万
円

※
他
に
、
カ
ナ
ダ

ー
ア
メ
リ
カ

ー
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
対
象
十
八
歳
以
上
（
高
校

生
不
可
）
　
申
込
期
限
１
月
1
0日
圉

圖
纈
国
際
青
少
年
研
修
協
会
公
0
3・
３

３
５
９
・
8
4
2
1

「

」
松

戸

市

在

住

千

葉

県

美

術

展

入

選

者

作

品

展

1
2月

７
口

⑧
～
2
1囗
襾
午
前
1
0時
～

午

後
６
時
（
最
終

日
は
午
後
４

時
ま
で
）

会

場
ア

ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
ま
つ
ど

（
伊
勢

丹
松

戸
店
新
館
九

階
）
　

内
容
千
葉
県

美

術
展
に
入
選
し

た
市

内
在
住
者

の
日

本
画

・
洋
画

・
工

芸

・
書
道
部
門

の
作

品

展

費
用
無
料

圜
千

葉
県
美
術

展
人
選
者
作
品
展
実
行

委

員
会

・
大
隈

昔
3
6
3
・
3
0
5
7

［

］
新

春

た

こ

あ

げ

大

会

１

月
1
0
日

出

止

午

～

午

後

３

時
　

会

場
2
1
世

紀

の
森

と

広

場

（
つ
ど

い
の

広

場

）
　

内

容

手

作

り

の

た

こ

を

あ

げ

る

対

象

小

学

生
　

定

員

先

着

二

百

人
　

費

用

無

料

※

た

こ

は
事

前

に

お

渡

し

し

ま

す

。

圃
1
2
月

９

囗

㈹
～
1
1
1
1

日

内
午

前

１１一
時

～

午

後

３

時

の

問

に

、
電

話

で

松

戸

南

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ
事

務

局

昔
3
8
3・
2
3

9
6

へ

「
絵
本
は
じ
め
の
い
ー
つ
ぽ
」

「
お
は

な
し

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
」

が
、
乳

幼
児

（
○

圭

二
歳
く
ら

い
）

と
そ
の
保
護

者
に
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行

い
ま
す

。

定員吝当日先着20 組程度　費用無料

※吝会場とも駐車場はありません。

固図書館登365- 引 巧

1月21 日伽・22 日限・29 日鮒・30 日窗、2月12 日限・13 日窗〔全6

回〕午前10 時～正午　会場矢切公民館　内容絵本の語り方の実技講座

講師嬲松戸市おはなしキャラバン職員　定員2〔〕人（抽選）　費用無料

圃12 月24 日困〔必着〕までに、往復ハガ牛に氏名・住所・電話番号

を記入して、〒270-0035 松戸市新松戸南2 の2　 軸松戸市おはなし

キャラバン(S344-303 「7」へ

【
】
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
機
器
操
作
講
習
会

1
2月
1
0日
汞
・
2
1日
㈲
①
午
前
1
0時

～
Ｕ
時
②
午
後
２
時
～
３
時
　
会
場
柿

ノ
本
台
公
園
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

対
象
十
六
歳
以
上
の
人
　
持
ち
物
運
動

着
・
上
履
き
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

固
ス
ポ
ー
ツ
課
登
3
6
3
・
9
2
4
1

［

］
シ

ル

バ

ー

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

１
月
2
6日

丱
か
ら
一
年
間
、
毎
月

第

二

・
四
月
曜
日
午

前
８
時
～
９

時
2
0分

会

場
Ｊ
Ｓ
Ｓ

テ
ニ
ス

ア
リ

ー
ナ

松
戸

対

象
六
十
歳
以

上
の
初
心
者

定
員
先

着
二

十
四
人
　

費
用
一
回
五
百
円

圃
Ｊ
Ｓ
Ｓ

テ
ニ
ス
ア
リ

ー
ナ
松

戸
内

松

戸
車

ン
ル

バ
ー
テ
ニ
ス
連
盟

（

昔
3
6
6
・

ｑ
Ｊ
６
０
０
）
　へ

「
」
松
戸
市
民
ス
キ
ー
大
会
兼
県
民

体
育
大
会
ス
キ

ー
競
技
代
表
選
考

回

転

競

技
　

費

用

個

人

戦

二

千

円

、

団

体

戦

ニ

チ

ー

ム

五

～

十

人

）

五

千

円

匣
1
2

月
2
5

日

内

ま

で

に

、

大

会

参

加

費

を

添

え

て

所

定

の

申

込

用

紙

で

、

高

橋

農

具

店

（

恰

尸

市

松

戸

一

八

七

七

）

へ

國

松

戸

市

ス

キ

ー

連

盟

・

目

黒

登
0
3

・

５

６

８

０

・

５

６

９

り
乙

叫
ｙ
ｕ
ｕ

ｉｃ

ｈ
１
０
９
２
９
ｍ

ｅ
ｇ
ｕ
ｒ
ｏ

＠

ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
.

『
い
Ｏ
・
』｛
｝

【
】
グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室

1
2月
9
1一日

㈲
午
前
９
時
～
正

午
　

会

場
新
松
戸
西
小

学
校

費
用
百
円

（
保

険
料
）

圃
当

日
会
場
で

讖
体
育
指
導

妛
員

・
松
本

昔
3
4
1
・
８
８

《【 松戸では8時になったらおはなしタイム 》

お は な し キ ャ ラ バ ン

日時 会場 プログラム

12/ 6(土〉
正午～午後4時

市民会館 お は な し フ ェ ス テ ィ バ ル2003 特 別プ ロ グ ラ ム

10㈲

午後3時30 分～4時
図書館本館

絵本「ねこのくにのおきやくさま」

紙芝居「どうやつてねるのかな］

11㈲

午後3時～4時
五 香 市 民 セ ン タ ー

アニメーション「どろんこハリー」

人形劇「やまなしもぎ」

12窗

午後3時～4時
小 金 市 民 セ ン タ ー

アニメーション「どろんこハリー」

人形劇「やまなしもぎ」

13圉

午後2時30 分～3時15分
野菊野こども館

拡大絵本「ちびゴリラのちびちび」

絵巻物「ねずみのよめいリ」

17㈲

午後3時～3≫30 分
図書館小金分館

絵本「ねこのくにのおきやくさま」

紙芝居「どうやつてねるのかな」

18㈲

午後3時～4時
明市民センター

アニメーション「どろんこハリー」

人形劇「やまなしもぎ」

20㈹

午後2時～3時30分
市民劇場

親子平和人形劇

人形劇「やまなしもぎ」ぽか

24㈲

午後3時30 分～4時
図書館本館

絵本「ねこのく匚のおきやくさま」

紙芝居「どうやつてねるのかな」

対象3 ～9歳くらい　費用無料

※図書館利用カードをお持ちになれば､ 本が借りられます。

※靴を入れるビニール袋持参にご協力＜ださい。

固図書館'3365  ―5115

［
］
フ

ァ

ミ

リ

ー

ス

ポ

ー

ツ

教

室

1
2月
2
1
日

襾

午

前

９

時

～
正

午

会

場

新
松

戸

西

小

学

校

体

育

館
　

費

用

百

円

（
保

険

料

）

匣

当

日

会

場

で

固

体

育

指

道
萎

員

・

宮

崎

’一一
3
4
6
・
４

３

「

」
青

少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
2月

Ｈ
日

㈲
午
前
1
0時
～
正

午
　

会

學

目
少
年

会
館
樋

野
口

分
館

対
象

十

六

歳
以

上
の
人
　

持
ち
物
運
動
着

・
上

履

き
　

費
用
無
料

圃
当
日
会
場

で

固
青
少
年
会

館

公
3
4
4
・
8
5
5
6

【
】
痴

呆

予

防

セ

ミ

ナ

ー

「

こ

こ

ま

で

わ

か

っ

た

痴

呆

の

予

防

」

１
月
1
6日

座
午

後
１
時
1
5分
～

４
時

会
場
市
民
劇
場

内
容
「
痴
呆

症
の
理

解
と
予
防
≒

毎
日
を

生
き
生
き
と
過

ご

す
為
に
」
　

講

師
筑
波
大
学

教
授

・
朝

田

隆
氏
、
聖
徳
大

学
助
教
授

・
郡
司
正

樹

氏

定
員
先
着
二
百

人

費
用
無

料

圃
電
話

で
小

金
保
健
福
祉
セ

ン
タ
１

登

3
4
6
・
‘‐ａ

βｎ
）０
１

へ

［
］
健
康
塾
「
ど
ん
な
ふ
う
に
最
期

を
迎
え
た

い
で
す
か
？
・
～

緩
和
ケ

ア
と
事
前
指
示
書
に
つ

い
て
～
」

1
2月
1
7日
水
午
後
３
時
～
４
時
3
0分

会
場
東
松
戸
病
院
大
会
議
室
　
講
師
束

松
戸
病
院
保
健
福
祉
医
療
局
長
・
山
崎

俊
司
氏
　
定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
無

料圃
電
話
で
束
松
戸
病
院
保
健
福
祉
医
療

室
昔
3
9
1
・
5
5
0
0
へ

「
」
痴
ほ
う
介
護
相
談

1
2月
2
4日
水
午
後
１
時
～
３
時
　
会

場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館
　
内
容
痴

ほ
う
症
の
家
族
を
抱
え
る
介
護
者
の
相

談
と
交
流
　
費
用
無
料

固
呆
け
老
人
を
抱
え
る
家
族
の
会
千
葉

県
支
部
松
戸
・
田
村
昔
3
4
1
・
1
6
1
2

健
　
康

ス
ポ
ー
ツ

催
 
し
 
物

無
料
（
交

通
費
実
費
）

固

剛
ま

つ
ど
街
と
水

辺

の
緑
化
基
金

昔
3
4
5

・（
‥ぴ
８
４
ρ
０

乳
幼
児
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
サ
ポ
ー
ト

期日 時間 会場

12716(A)

午 前10 時30 分 ～

11 時10 分

チ ェ リ ツシ ュ ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム

(野 菊 野 保 育 園 内)

19㈹
CMS 子 育 て 支 援 セ ン タ ー （六 高 台

保 育 園 内 ）

24因 青少年会館

26窗

常盤平児童福祉館

午 後2 時

～2 時40 分

「絵本はじめのいーつぽ」おはなしボランティア養成講座

記

録

会

１
月
1
8日

㈲

会
場

北
志
賀
高
原

よ
ま
せ
温

泉
ス
キ

ー
場
　

種
目
大



［
］
高

齢

者

支

援

連

絡

会

担

当

看

護

師

（
非

常

勤

）

を

募

集

業
務

内
容
五
香
六
実
地
区

在
宅
介
護

支
援
セ

ン
タ
ー
に
お

い
て
高
齢
者
支
援

の
た

め
の
相

談
業
務

・
連

絡
調
整
　

応

募
資
格
五

十
九
歳
以
下

の
保
健
師
・
看

護
師

の
有
資

格
者
で
、
実

務
経
験
三
年

以
上
、
週
三
日

働
け

る
人
　

募
集
定
員

一
人

※
市
内

の
医
療

機
関
等
に

勤
務
し
て

い

る
人

は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

固

在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー

登
3
6
6
・
７

「
」
松

戸

市

緑

推

進

委

員

会

1
2月
1
9日

吻
午
後
３

時
か
ら
　

会
場

市
役
所

議
会

棟
三
階
特
別
委

員
会

室

傍
聴
定

員
先
着
十
人

※
議
題
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃
当

日
午
後

２
時
3
0分
か
ら
会
場

で

固

み
ど
り
と
花

の
課
保
全
班

？

。一
・
７

野
田
市

［
］
野
田
市
・
関
宿
町
合
併
記
念
文

化
会
館
自
主
文
化
事
業

一

Ｎ
響
室
内

楽
の
楽
し
み
方

1
2月
７
日
㈲
午
後
２
時
開
演

会
場

野
田
市
文
化
会
館
　
内
容
弦
楽
四
重
奏

団
コ
ン
サ
ー
ト
　
費
用
Ｓ
席
二
千
八
百

円
、
Ａ
席
千
八
百
円

一
新
春
　

箏
・
尺
八
演
奏
会

１
月
1
8日
㈲
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
3
0分
開
場
）
　
会
場
欅
の
ホ
ー
ル

出
演
野
坂
恵
子
、
小
宮
瑞
代
、
藤
原

道
山

費
用
三
千
円
（
全
席
指
定
）

圜
野
田
市
文
化
会
館
昔
0
4・
7
1
2
4

【
】
遺

児

手

当

１２

月

期

分

を

支

給

し

ま

す遺
児
手
当

の
1
2月
期

分

（
８
～
Ｈ
月

分
）
を
1
2月
1
0日

伽
以

降
に
受
給
者

の

指
定
口
座

に
振
り
込
み

ま
す
。

支
給
額

（
児
童

一
人

に

つ
き
）
片
親

と
死
別

＝
月
額

五
千
五
百
円

、
両

親
と

死
別

＝
一
万
五
百

円

（
８
月

・
1
2月

・

４
月
の
年
三

回
支
給
）

新
た
に
手
当
の
支
給

を
希
望
す

る
人
は
、

申

請
し
て

く
だ
さ

い

対
象

市

内
に
居
住
し

、
父
母

の
一
方

ま
た
は
両

親
と
死
別
し

た
児

童

（
中

学

校
卒
業
ま

で
）
を
扶
養
し

て

い
る
人

申
請
に
必
要

な
も
の
①
認
印
②

一
ヵ
月

以
内
に
発
行

さ
れ
た
世

帯
全
員

の
住
民

票
（
本

籍
等
す

べ
て
記

載
さ

れ
た
も
の
）

ま
た
は
外
国

人
登
録
原

票
記

載
事

項
証

明
書
③

一
ヵ

月
以
内
に

発
行

さ

れ
た

申

請
者
と
遺
児

記
載

の
戸

籍
謄
本

吉
4
1請

者
名
義

の
預

金
通
帳
（
郵
便
局
を

除
く
）

の
表

紙
の
コ
ピ
ー
　
受
付
顫
簡

随
時
（
申

請

の
翌
月

か
ら
支
給
）

※
現
在
受

給
中
の
人

は
こ

の
手
続
き

は

不
要

で
す

。

崑
児

童
福
祉
課

給
付
係

登
3
6
6
・
７
３
４

【
】
農
耕
地
に
犬
・
猫
な
ど
を
入
れ

な
い
で

Ｉ・

農
耕
地
に
犬
・
猫
な
ど
が
入
り
、
農

作
物
に
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

犬
・
猫
な
ど
が
農
耕
地
に
入
ら
な
い

よ
う
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お

願

い

し

ま

す

。

崑

農

政

課

指

導

係

登
3
6
6
.
7
ｑ
ｄ
ｎ
乙
Ｏ
Ｏ

［
］
障
害
者
へ

の
清
掃
指
導
員

（
常

勤
）
を
募
集

業
務
内
容
健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ

い
2
2）
で
清
掃
業
務
を
行
う
障
害
者
へ

の
指
導
　
対
象
五
十
歳
く
ら
い
ま
で
の

人※
詳
細
は
面
接
の
上

圃
1
2月
1
2囗
噺
ま
で
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

松
戸
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
・
新

井

昔
0
9
0
・
５
５
７
８
・
6
5
0
6
（
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

［
］
再

生

自

転

車

を

販

売

1
2月

６
日

出
～

８
日
丱
午
前
1
0時
～

午

後
３

時

会

場
生
き
が

い
福
祉

セ
ン

タ
ー
　

販
売
台

数
三
十
台

（
売
り

切
れ

次
第
終
了
）
　
価
格
五
千
～
九
千
円
（
消

費
税
込

み
、
防
犯

登
録
付
き
）
　

交

通

五
香

駅
東
口

か
ら

新
京
成

バ

ス
乗

車
、「
新
栄
町
入
口
」
下

車圜

壯
松
戸
市

シ
ル
バ
ー
人
材

セ

ン
タ
１

容
捌
・
3
1
9
1

図
江

谷

‥ヘ
ヘ
爿

宅
１

‘日
μ
冫

に
ａ
Ｓ

巴
‐

巴

写
ｅ
ｒ
.ｏ
ｒ
.ｊｐ

【
】
松

戸

都

市

計

画

生

産

緑

地

地

区

の

変

更

案

の

縦

覧

1
2月

５
日

働
～
1
9日

原

〔
閉
庁
日

を

除
く
〕

午
前
８

時
3
0分
～
午
後

５
時

縦

覧
場
所
み

ど
り

と
花

の
課
　

内
容
生

産

緑
地
の
機
能

が
失

わ
れ
た
こ
と

に
よ

る
変
更

お
よ

び
一
部
追
加
に
よ

る
変
更

崇
変
更

案
に

つ
い
て
意
見
書

の
提
出

が

で
き
ま
す

。

讖
み

ど
り

と
花
の
課
保
全
班

公
3
6
6
・
７

［

］
労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会

①
1
2月
2
0日

出
②
１
月
3
1日

出
午
後

１
時
～
４
時

会

場
①
船
橋
市

勤
労

市

民

セ
ン
タ
エ

引
成
田

中

央
公
民
館

対

応

者
弁
護
士

・
社
会

保
険
労
務
士

・
ソ

ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
他
　

費
用

無
料

圃
当
日
会

場
で

圜
千
華

甲
央
法
律
事

務
所

登
0
4
3
・
2
2
5
・

門
松
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

1
2月
８
日

丱
か
ら
門
松

カ
ー
ド

ニ

世
帯
一
枚
）

を
配
布
し
ま

す
。

配

布
場
所
・：
各
支

所

・
市
役
所

止

面
受

付

・
市
民

課
・
地
域
振
興

課

※
町

会

・
自

治
会

単
位
で
ま
と

め

て
希
望
す

る
場

合
は
、
各
支
所

ま
た
は
地
域

振
興
課

（

登
3
6
6
・

7
3
1
8

）
　へ
連
絡
し
て
く

だ

さ

い
。

固
広

報
課

豊
3
6
6
・
7
3
2
0

［

］
「

水

道

週

間

ポ

ス

タ

ー

・

標

語

コ

ン

ク

ー

ル

」

作

品

を

募

集

テ
ー
マ
「
水
の
大
切

さ
≒

水

の
有

効

利
用

」
を
呼

び
か
け
る
も

の
　

規
格

①

ポ
ス
タ

ー
″
Ｂ
３
判
（
三
十
六
惣
×
五
十

二

惣
）

の
絵
画
等

で
テ

ー
マ
に
関

連
し

た
標
語

を
入
れ
た
も
の

②
標
語

＝
官

製

（

ガ
キ

ー
枚

に
一
占
Ｊ
（
団
体

で
応

募
の

場
合

は
、
一
覧
表
に
よ

る
提
出
も
可
）

応

募
資
格
貶
内

在

住
・
在

学
の
人

糸
作
品

は
未
発
表
の
も

の
と
し

、
返
却

は
し

ま
せ
ん
。

※
応

募
作
品
に
学
校
名

・
学
年

・
氏
名

（
ふ
り

が
な
）
、
個
人
応
募

者
は
住
所

・
電
話
番
号
も
記
入

。
学
校

・
グ
ル

ー
プ
耻
位
で
応
募

の
場
合

は
応
募
者

名

簿
を
添
付

圃
１
月
3
0日
金
〔
必
着

〕
ま
で
に
、

〒

［

］
明

る

い

選

挙

習

字

作

品

を

募

集

内

容

明

る

い
選

挙

お

よ

び

明

る

い
社

会

を
表

現

す

る
内

容

で
自

作

の

も

の

二

人

一

点

）
、
作

品

の
左

側

端

に

学

校

名

・

学

年

・
氏

名

を

記

入
　

応

募

資

格

市

内

在

任
の

小

・
中

・
高

校

生
　

規

格

画

仙

紙
（
縦

八

十

三

惣

×

横

二

十

丁

五

言

奈
応

募

作

品

は

お

返

し

し

ま

せ

ん

。

※

入

選

作

品

は

２

月

６

日

窗
～
1
2
日

水

午

前
1
0
時

～

午

後

６

時

（
最

終

日

は

午

後

３

時

ま

で
）
、
で

・
Ｉ・
ト

ス

ポ

ッ

ト

ま

つ
ど
（
伊

勢

丹

松

戸

店

新

館

九

階

）

で

展

示

匣

１
月
1
3
日

天

ま

で

に

、
市

内

通

学

者

は

各

学

校

、

市

外

通

学

者

は

直

接

市

選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

（
0
3
6
6・
7
3

8
6

）
　へ

［
］
小

・

中

学

校

入

学

通

知

書

を

各

家

庭

に

郵

送

し

ま

す

入
学
通
知
書
は

、
1
2月
1
2日

窗
頃
郵

送
す
る
予｛
疋
で
す

。
該
当
す
る
お
子

さ

ん
が

い
て
、
1
2月
1
7日
水
ま
で
に
入

学

通
知
書
が
届

か
な

い
場
合
は
、

ご
連
絡

く

だ
さ

い
。
　
　
　
　
　

ぴ

圖
学

務
課
学
務
係

容
　

三

Ｊ｛

｝
一
Ｗ
｀

［
］
平
成
１６
年
度
市
立
保
育
所
給
食

材
料
供
給
者
を
募
集

巾
立
保
育
所
に
安
全
で
良
質
な
食
材

を
安
定
的
に
納
品
で
き
る
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

説
明
会
１
見
Ｄ
口‥
困

会
場
京
葉
ガ

ス
第
ニ
ヒ
ル
五
階

奈
詳
細
・
集
合
時
間
等
は
1
2月
1
9日
吻

ま
で
に

お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

圖
保
育
課
市

立
保
育

所
担
当

室

容
3
6
6
・
７

９
り・
にａ
ｌ

［
］
平

成

１６

年

度

松

戸

市

施

設

管

理

公

社

職

員

を

募

集

①
公

共
施

設
の

受

付

業

務

等

受

験
資
格
昭
和
1
8年

４
月
１
日
～
9
1］

年
３
月
3
1日
ま
で
に
生

ま
れ
た
健
康

な

人
で
、
市

内
在
住

・
在

勤
の
人
　

採
用

人

数
二

十
人

程
度

②
図

書
館
・
分
館

、
図
書

貸

出

業

務

等

受

験
資
格
昭
和
2
8年

４
月
１
日
～
3
2

年

３
月
3
1日
ま
で

に
生

ま
れ
た
健
康

な

人
で
、

巾
内
在
住

・
在

勤
の
人

。
図

書

館

経
験
者
、
ま
た

は
司

書
資
格
を
有

す

る
こ
と
　

採
用
人

数
四

人
程
度

受
付

期
間
1
2月

５
日
脂
～
2
5日

米
午

前

９
時
～
午
後
４

時

（
上

・
日
曜
日

、

祝
日
を

除
く
）

固

鰥
松
戸
市

施
設
管
理
公

社

公
3
6
6
・
７

【
】
し

い
だ
け
栽
培
資
材
の

あ
っ
せ

ん
を
し
ま
す

品
目
・
価
格
原
木

食

さ
九
十
言

一
本
三
百
三
十
円
、
種
駒
二
十
個
（
原

木
一
本
分
）
百
二
十
円
、
電
動
ド
リ
ル

用
替
刃
一
本
七
百
円

隰
1
2月
1
9日
奕
ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ

に
希
望
品
目
・
数
量
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
干
2
7
1

－
8
5

8
8
松
戸
市
役
所
農
政
課
内
　
松
戸
市

森
林
組
合
（
登
3
6
6
・
7
3
2
8
）
　へ

※
引
き
渡
し
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は

１
月

中
に
通
知
し

ま
す

。

※
電
動

ド
リ

ル
の
貸
し

出

し

（
原
木

一
本

・
五
十

円

）
は
当
日
現

地
に
て

申
し

受
け
ま
す

。

対

象

車

内
在

住

・
在

勤

・
在

学

の

十

六

歳

以

上

の

人
　

部

門

漢

字

・
か

な

・
近

代

詩
文

・
て

ん
刻

・
刻

字

・

高

校

生

・

そ

の

他

規

格

て

ん

刻

＝

三

十

惣

×

三

十

九

靆

、
刻

字

＝
百

四

十

町

×
三

士

五

惣
以

内

、

高

校

生

＝

半

折

（
タ

テ

）

の
み

、
そ

れ
以

外

＝

小

画

仙

紙

半

折

以

内
　

搬

入

２

月
1
4

日

出
午

前
一
1
1
1
1

時

～

午

後

４

時

の

問

に

文

化

ホ

ー

ル

へ
　

費

用

出

品

抖

二

千

［
］
ら
Ｉ
め
ん
寺
子
屋
第
五
期
生
卒

業
ラ

ー
メ
ン
有
料
試
食
会

1
2月
1
2囗
窗
～
1
7日
水
正
午
～
午
後

３
時
の
間
、
ら
１
め
ん
寺
子
屋
で
第
五

期
生
が
日
替
わ
り
で
ラ
ー
メ
ン
を
二
百

円
か
ら
提
供
し
ま
す
。

願

い
し

ま
す

。

圈
五
香

さ
く
ら
通
り
商
店

会

「
ら
１

め
ん
寺
子
屋
委

員
会

」

登
0
8
0
・
５
０

３
５

・
１
５

４
１
、
商
工

観
光

課

登
3
6
6
・
7
3
2
7

皆
さ
ま
の
励
ま
し
と
、
ご
意
見
を
お

［
］
国
立
館
山
海
上
技
術
学
校
生
徒

を
募
集

受
験
資
格
中
学
卒
業
以
上
　
募
集
定

員
四
十
人
　
受
験
料
無
料
　
修
業
年
限

三
年

推
薦
入
学
試
験

願
書
受
付
期
間
１
月
７
日
水
～
1
4日

床

試
験
日
１
月
1
9日
丱

選
抜
方
法

作
文
・
基
礎
学
力
検
査
・
面
接

一
般
入
学
試
験

願
書
受
付
期
間
１
月
７
日
水
～
２
月

◆

国
民

健
康

保
険
料
の

納
付
（
相

談
）

窓
口1

2月
2
0日

剛
・
2
1日

㈲
午
前
９
時

～
午

後
４
時
　

場
所

保
険
課
お
よ

び

各
支
所

固
保
険
課

昔
3
6
6
・
7
2
9
9

円

（
高
校
生

千
円
）

※
す
べ
て

の

部
門
に

つ

い
て
縦
横
自
由

。
作
品

は
未
発
表

の
も
の
で
、
表

装

（
仮

巻
き

は
不
可

）
と
し

、
額

装
は
、

ひ
も
を

つ
け
る
こ
と

。

膃
社
会
教
育
課
市

民
文
化
係

登
3
6
6
・

４
日
水
　
試
験
日
２
月
８
日
㈲
　
選
抜

方
法
国
語
・
数
学
・
英
語
、
面
接

圖
国
立
館
山
海
上
技
術
学
校
教
務
課
容

０
４
７
０
・
2
2・
１
０
ＸＩ
り乙

［
］
平

成

１５

年

工

業

統

計

調

査

に

ご

協

力

を

経
済

産
業
省
で

は
、

製
造
業
を
営

む

事
業
所

を
対
象
に
工
業

の
実
態
を
明

ら

か
に
す

る
こ

と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年

1
2月
3
1日
現

在
で
工
業

統
計
調
査
を
実

施
し

て

い
ま
す
。

調
査

結
果
は
、
経

済
動
向
を
把
握
す

る
た

め
の
重
要
な
資
料

と
し
て
広
く
利

用

さ
れ
て

い
ま
す

。

調
査
の
対
象
ど
な
っ
た
東
条

所
に
は
、

1
2月
中
旬

か
ら
１
月

に
か
け
て
調
査
員

が
伺

い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願

い

し
ま
す

。

な
お
、
調
査
員

は
、
調
査
員
証
を

携

帯
し

て

い
ま
す

。
不

審
な
点

が
あ
り

ま

し

た
ら
、
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

固
総
務
企
画
本

部

総

務
課

統
計

係

昔

3
6
6
・
8
0
5
6

◆
市
税
の
納
付
（
相
談
）
窓
口

1
2月
1
3日
出
午
前
９
時
～
午
後
４

時

場

所

収

納

課

お

よ

び

各

支

所

圈

収

納

課

昔
3
6
6・

７

９
り
０乙】［
ａ

「
」
市
役
所
休
日
窓
口
開
設
の
お
し
ら
ぜ

お
し
ら
せ

ぶらっと

東葛

松
戸
市
書
道
展
覧
会
出
品
案
内

2
6
0

－
8
6
5
0

千
葉
県

水

道
局
管
理
部
業
務

振

興
課
（

登
0
4
3
・
2
2
3
・
4

5
0
0

）
　へ



圖森のホール21チケットセンター公084-333 卜 午前10㈲へ千後ﾜ㈲ 月曜休診･

httｐ://ｗｗｗ.morinohall21.ｃｏｍ

期日 内　容 会場 開 演時 間 料　金

12/6圉

★

松 戸 市 制 施 行ら○周 年･ 菻 の ホ ー ルΞ1 開

館10 周 年 記 念

秋 山 和 慶 ＆ 中 村 紘 子 ＆ 東 京 交 響 楽 団

松 戸 公 演

曲 目 ： ド ヴ ォル ザ ー ク/ 交 響 曲 第9 番 ホ

短 調 「新 世 界 より 」 ほ か

大
ホ
ー

ル

午 後ら時

Ｓ 席5,500 円

Ａ 席4,500 円

※ Ｂ席､ Ｃ 席､ Ｄ 席

は 完 売

12/10圉

松 戸 市 制 施 行60 周 年･ 森 の ホ ー ル21 開

館10 周 年 記 念

森 の サ ロ ン コ ン サ ート ～ お し ゃ べ り ク

ラ シ ッ ク ～( コ ー ヒ ーor テ ィ ー ＆ ケ ー

キ 付 き) レ ギ ュ ラ 一 出 演 ：山 本 祐 ノ 介

(チ ェ ロ) 、小 山 京 子( ピ ア ノ)

弦 と ピ ア ノの ハ ー モニ ー ～ 愛 が 奏 でる

愛 の メロ ディ ー　 ゲ ス ト ：奥 村 愛

四

階

レ

セ

プ

シ

ョ

ン

ホ
ー

ル

午後2時 自由席4,000円

12/27c

レ ニ ン グ ラ ー ド 国 立 バ レ エ ～ ム ソ ル グ

ス キ ー 記 念 ～

艀 か に 流 れ る ロ マ ン テ ィ シ ズ ム 「白 鳥

の 湖 ］

大
ホ
ー

ル

午後4時

Ｓ席8,500円

Ａ席ﾜ,000円
Ｂ席5,500円

Ｃ席4,000円

1/10比

★

新 日 本 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 交 響 楽 団 ニ ュ

ー イ ヤ ーコ ン サ ー ト2004

指 揮 ： 井 上 道 義 、 曲 目 ：Ｕ ・シ ュ ト ラ

ウ ス/ 喜 歌 劇 「こ う も り 」 序 曲 ほ か

大ホ
ー

ル

午後3時

Ｓ席5,000円

Ａ席4,000円
Ｂ席3,000円

Ｃ席≒000円

1/20 ㈹

エ リ ッ ク ・ ベ ルシ ョ/ ピ ア ノ エ レ ガ ン ス

予 定 曲 目 ： 「タ イ タ ニ ッ ク 」 よ り 愛 の

テ ー マ 、 イ マ ジ ン ほ か

小

ホ
ー

ル
午 後ら時

30 分
全 席 指 定3,500 円

2/11 悦

森 の サ ロ ン コ ン サ ー ト ～ お し ゃ べ り ク

ラ シ ッ ク ～( コ ー ヒ ー ○｢テ ィ ー ＆ ケ ー

半付 き) レ ギ ュ ラ ー 出 演 ： 山 本 祐 ノ 介

(チ ェ ロ) 、小 山 京 子( ピ ア 刀

～ ロ マン テ ィ ッ ク ＆ゴ ージ ャ スな 響 き～

四
階

レ

セ

プ

シ

ョ

ン

ホー

ル

午後2時自由席4,000円

2/15( 日)

★

錦 織 健 プ ロ デ ュ ー ス　 オ ペ ラ 「 セ ビ リ

ア の 理 髪 師 」 全2 幕

〔錦 織 健 に よ る 事 前 講 演 会 〕

チ ケ ッ ト 購 入 者 の み 無 料 招 待 （チ ケ

ッ ト 持 参 ）12 月10 日 ㈲ 午 後ｯ 時 か ら

会 場 大 ホ ー ル （予 定 ）

大
ホ
ー

ル

午後3時

Ｓ席12,000 円

Ａ席10,000 円
Ｂ席8,000 円

Ｃ席5,000 円

3/6 ①

モ モ と 時 間 ど ろ ぼ う

原 作 ：ミ ヒ ャ エ ル ・エ ン デ　 出 演 ：劇

団ｲ 中間　 「 時 間 ど ろ ぼ う 」 に 咨 ま れ た

時 問 を 、人 間 に 取 り 返 し てく れ た 女 の

子 「 モ モ」 の 物 語

大ホ
ー

ル

午後3時

大　 人4,000 円

こ ど も2,000 円

※3 歳 以 下 の 硲 子

さ ん は ひ ざ 上 無

料

い
と
思

い
、
出

場
し

た
。

「
県

大
会

で

は
、

自
分

の
主
張

を
聞

い
て

も
ら
え

た
だ
け

で

、
う

れ
し

か

っ
た

。
他

の
出
場

者

が
全

が
集
ま
っ
た
が
、
日
本
人
は
薮
島

さ
ん
一
人
だ
っ
た
。
台
所
か
ら
出

た
生
ご
み
は
、
マ
カ
ダ
ミ
ア
ン
ナ

ッ
ツ
の
殼
を
敷
き
詰
め
た
コ
ン
ポ

学
ん
だ
こ
と
」
。

夏
休
み
に
（

ワ
イ
で
行
わ
れ

た
「
環
境
大
使
」

と
呼
ば
れ
る
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ

参
加
の
際
に
経

験
し
た
こ
と
を
、

多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
た

’

を

飾

っ

た

。

タ

イ

ト

ル

は

「
私

か

自

然

か
ら

自分のハワイでの体験を壁新聞に

た

。
ユ

ー
モ

ア
を

盛

り

込

ん

だ

り

、

自
分

の
主
張

を
五

分

問
に

ま
と

め

る

こ

と

が
大

変
だ

っ

た

。
ま

た

、
文
化

祭

で
全

校
生

徒

や

保
護
者
の
前
で
「
練

習
」
も
行

な

っ
た

。

（

ワ
イ

で

の
七

口

間

の
キ

ャ

ン
プ

に

は

、
世

界
中

か

ら

十
四

人

の
学

生

※会場は、いずれも森のホール21 です。
★は、託児サービス(有料・予約制)があります。詳細はお問い合わせください。

〔㈲マザーズ公03 －3294 －拓∠μ( 月～金曜日の午前10 時～午後ら時)〕

松戸市制施行60周年記念

増田明美のおしゃべり散歩道＆清流コンサート
市民の皆さんの健康づくりに役立て

ていただこうと、マラソンの解説など

でおなじみの増田明美さんを迎えて、

自然と健康をテーマに講演会を開催し

ます。

12 月20 日(土)午後2 時～4 時終演予定

(午後1時30 分開場) 会場市民会館

内容講演＝自然と健康( 講師増田明美

氏) 、演奏会＝ヴァイオリンの妖精た

ち～デュオプリマを迎えて　定員先着

1,200人　費用無料

※駐車場がありませんので車での来場

はご遠慮ください。

固河川清流課登366-1152

衛
生
会
館
所
在
・：

竹
ヶ

花
四
五
の
五
三

◆テレホン案内サービス　Q366-0010

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅当
直医、夜間急病診療所､ 休日土曜日夜間歯

科診療所等)を案内〕

平日 午後4時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 ㈲～11 ㈲

◆休日土曜日夜間歯科診療所c365 ―3430

衛生会館内　午後８時～捐時

人口 と世 帯 （11 月1 日 現 在）

人口　473,067 人　　 〔十　　339j

男　237,619 人　　 〔十　　186 〕

女　235,448 人　　 〔十　　153 〕

世帯　192,215 世 帯　 〔十　　350 〕

Ｏ

内
は
前
月
比

※平成12 年度国 勢調査の確定値を基準とし て

集計し た常住人口です。

新
松
戸
北
中
学
校
三
年
の
藪
島

奈
央
子
さ
ん
は
、
「
高
円
宮
杯
第

五
十
五
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁

論
大
会
」
の
県
大
会
ス
ピ
ー
チ
の

部
で
初
出
場
な
が
ら
、
見
事
優
勝

員
上
手
で
、
ま
さ
か
優
勝
で
き
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

原
稿
は
、
学
校
の
先
生
や
カ
ナ

ダ
人
の
英
語
指
導
助
手
に
見
て
も

ら
い
、
三
卜
回
以
上
も
書
き
直
し

地
球
を
愛
し
て
ま
す
か

ス
ト

の

中
へ
入

れ

、
堆

肥
に

し
た

。

そ

の
堆

肥
を

有
機

野
菜

や
（

Ｉ

プ

を

育
て

る

の
に
使

っ
た

。

シ

ャ
ワ

ー
は

、
太

陽
熱

で
温

め

ら

れ
た

水
を

浴

び
た

。
一

人
三

分

間
し

か
使
え

ず

、
大

急

ぎ
だ

っ
た

が
、
水

の
節

約

や
太

陽
熱

の
使

い

方

に

つ

い
て
学

ん
だ

。
自

然

や
生

態

系

の
学

習
以
外

に

も
、

大
好

き

な
シ
ュ

ノ

ー

ケ
リ
ン

グ
や
カ

ヤ
ッ

ク
、
（

イ

キ
ン

グ
な

ど

の
楽
し

い

休

験
も

し

た
と

い
う

。

「

キ
ャ

ン

プ
を
通

し
て

、

本
当

に
自
然

の
ま

ま
の
生
活
を

経
験
し
、

肉

体
的

に

も
精

神
的

に

も
た
く

ま

し

く

な

っ
た
」

と
、

日

焼
け
し

た

笑
顔

で
話
す

。

ま

た
、
「
税

に

つ

い
て

の
作

文
」

で
も

、
松

戸
市

議
会

議
長

賞

を
受

賞
し

た

。
こ

れ
は
、

ア
メ
リ

カ
と

囗

本

の

保
険

の
違

い
を

比

較
し

、

今
後

の
囗

本

の
税

の
あ
り

方

に

つ

い
て

述

べ
た

も
の

だ

。
イ

ン
タ

ー

ネ

ッ
ト
で

調

べ
た

資
料

を
（

ワ
イ

へ
持

っ

て
行

き
、
現

地

の
人

に
尋

ね
書

き
上

げ

た
と

の
こ
と

。

高
校

生
に

な

っ
て
も

キ

ャ
ン

プ

に

参
加
し

、

将
来

は
中

学
生

等
を

手
助

け

す

る
ス

タ
ッ

フ
に
な

り

た

い
と

い
う

薮

島
さ

ん
。

「
海

も
人
間

も
全

て

の
も

の
は

、

互

い
に

つ
な

が
っ
て

い
る

。
自
分

た

ち

が
地
球

に
優

し

い
生
活

を

送

る
た

め
に
、

自
分

自
身

が
重

要

な

役
割

を
果
た
せ

る
と

信
じ
て

い
る
」

と
語

る
。

薮
島

さ

ん
の
今

後

の

「
地
球

を

愛

す

る
た

め
の
チ

ャ
レ

ン

ジ
」

に

期
待

し

た

い
。

（
新
松

戸
在

住

）

高円宮杯全日本中学校英語

弁論大会の県大会で優勝

徳川昭武写真コンテスト

徳川昭武写真コンテストにご応

募いただきありがとうございまし

た。

応募総数246 点の中から厳正な

る審査の結果、33 点の入賞作品を

決定しました。

入賞作品写真展を開催します

12月６日倒～18 日困　 会場松戸

駅市民ギャラリー（東西自由通路）

展示内容徳川昭武大賞1 点コ 憂秀

賞2点 、入賞30 点

固商工観光課S366-7327

優秀賞「あっ破れちゃった」

石川良彦氏
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森のホ一ル２1チケットガイド

藪島 奈央子さん

増田明美
1964年千葉県生ま
れ、
スポーツジャーナリス
トとしてマラソンの解
説や執筆活動など多方
面で活躍中
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湾勍 でも 謁い 詭 屡萢得

てじ嶇

入
賞
作
品
決
定

徳川昭武大賞「散る秋」

神龕富美子氏

優秀賞「矢切発 …･」　山本典子氏

いつまでも残したい

我がまちの風景

救急医療体制

成
人
式


